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福井ふるさと茶屋「平泉寺  旧青木家」落成式

議会運営委員会、全員協議会、

議会広報特別委員会

土地開発公社理事会

全員協議会、議会広報特別委員会

本会議、全員協議会、議会広報特別委員会

本会議（一般質問）、議会運営委員会

本会議（一般質問）、議会広報特別委員会

総務文教厚生委員会

建設産業委員会

予算委員会、議会広報特別委員会

議会改革特別委員会、議会運営委員会、

総合計画特別委員会、建設産業委員会

議会運営委員会、全員協議会、総務文教厚生

委員会、建設産業委員会、本会議

社会を明るくする運動式典

議会広報特別委員会

勝山市戦没者追悼式

議会広報特別委員会

夏の交通安全県民運動市内巡回

土地開発公社理事会、建設産業委員会

　民間からは遅れをとっておりますが、勝山市議会でも
情報化社会に対応するためSNSの利用などIT化を進め
ております。今後もよりわかりやすく、伝わりやすく
鋭意努力致します。　　 　　　　（ 中山　光平 記 ）
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議会広報特別委員会：委員長 下道惠子　副委員長 松本聖司郎　中山光平　冨士根信子　久保幸治

№８

4月22日(木)

28日(水)

5月21日(金)

28日(金)

6月 8 日(火)

14日(月)

15日(火)

16日(水)

17日(木)

18日(金)

21日(月)

24日(木)

7月 3 日(土)

7 日(水)

10日(土)

12日(月)

13日(火)

16日(金)

市内のボランティアによる本堂の清掃活動の様子

「 お殿様のお墓がある開善寺 」
　開善寺は、勝山藩主の菩提寺で、本堂、庫裏、鐘楼門が

あり、元禄４年（1691年）、沢町１丁目に建立されまし

た。境内には、市の指定文化財になっている初代小笠原

貞信から８代長守までの歴代藩主の墓所があります。

　現在、本堂と西側にある持仏堂が老朽化し、維持、保全が

難しい状態になっています。

　このまま朽ち果ててしまわないよう保守保全し、人々

が集い、活動できる場所になるよう願うばかりです。

　（ 冨士根　信子 記 ）
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永年勤続表彰

これまでは膨大な数の資料がありましたが、
4月からタブレットを活用してペーパーレスに！



◆ 子育て世帯生活支援特別給付金　　　　　　
予 算 額　１，１００万円（全額国庫負担）　　　　　　

　対象が令和４年２月までに生まれた子となっ
ていることについて、理事者からは、新生児の
届けの登録は翌月（３月に生まれた子は翌年
度）に対象が移るのが通例で、期間を短く設定
している訳ではなく、前回、市が行った給付金
の対象から漏れた新生児もこれでカバーできる
との説明がありました。
　その他、委員からは、この給付金を勝山で
消費していただけるような工夫をしてほしい
との意見もありました。

 ◆ 道の駅機能強化事業費　　　　　　
予 算 額　６,８２６万６,０００円　　　　　　

　終息の見えないコロナ禍において、従来の観
光政策や企業誘致政策の方針の変更も考えられ
ることから、産業団地計画の縮小や工事計画の
見直しといった部分に質問する委員と、市の発
展を願い、計画推進を容認する委員の間で議論
が交わされました。
　その中で、この計画に関し、市民にもっと情

報を出していくべきだとの意見もありました。

 ◆ 勝ち山飯お座敷体験事業　　　　　　
　　予 算 額　４００万円
　　実施期間　８月３１日まで　　　　　　
　イベント等の激減による需要減少や若者の利
用促進を目的として、市内の会席料理を提供す
る21店舗を対象に、市民が消費した料理（飲
み物は対象外）の金額の一部を市が負担する事
業で、期間は7月28日から翌年2月28日までと
したいとの説明がありました。
　委員からは次のような意見が出ました。
・多くの利用が見込まれる補助事業であり、

この予算額では、期間の途中で尽きてしま
うのではないか。

・現在の制度設計では若者を呼び込めない。
・若者の感染リスクが軽微である情報などを

周知しなければ、動けない風潮がある。

　これらを受けて、理事者からは、本事業の目
的はお座敷文化の維持が主であり、実施期間も
7月1日から8月31日までの2ヶ月間としたいと
の説明がありました。

　審査の結果、議案1件を可決し、議案2件を
全て承認しました。● 予算委員会

定例会審議結果一覧
■ 表決を行ったもの
★ 議員提出議案

◆ 請願・陳情

◆ 表 決 結 果 ※意見が分かれた案件については、電子表決システムを使って記名投票を行っています。

○＝賛成、×＝反対、不＝不在、議長＝議長職（通常は採決に加わらない）
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議案第２６号★
意見書案第１号★

付託委員会
予 算
建 設 産 業
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
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建 設 産 業
建 設 産 業
予 算
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総務文教厚生
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－
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－

議決結果
可 決
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承 認
承 認
承 認
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議　　　　案　　　　名
令和３年度勝山市一般会計補正予算（第２号）
令和３年度勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
勝山市職員の服務の宣誓に関する条例等の一部改正について
除雪機の購入契約の締結について
勝山市附属機関の設置に関する条例の一部改正について
勝山市介護保険条例の一部改正について
勝山市道路線の認定について
損害賠償の額を定めることについて
令和２年度勝山市一般会計補正予算（第９号）に関する専決処分の承認を求めることについて
令和３年度勝山市一般会計補正予算（第１号）に関する専決処分の承認を求めることについて
令和２年度勝山市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）に関する専決処分の承認を求めることについて
勝山市税条例等の一部改正に関する専決処分の承認を求めることについて
勝山市固定資産評価員の選任について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市議会会議規則の一部改正について
新型コロナ禍による米の需給悪化の改善と米価下落の歯止め策を求める意見書

受理番号
陳 情 第 １ 号
陳 情 第 ２ 号
陳 情 第 ３ 号

付託委員会
建 設 産 業
建 設 産 業
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趣 旨 採 択
採 択
不 採 択

要　　　　　　　　旨
新型コロナ禍による米の需給悪化の改善と米価下落の歯止め策を求める陳情書
市道認定の陳情書
日本政府に「核兵器禁止条約」への署名と批准を求める意見書の提出に関する陳情
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常任委員会･特別委員会報告

　議会広報については、議会情報をできる限り早
く市民の皆様へ伝えるため、Facebookの活用を
認めました。
　また、タブレットを導入して完全ペーパーレス
化を実施していますが、タブレット機能の充実な
ど、今以上に使い勝手を良くしたい旨の提案が
多く出ました。
　議員定数については、市民から信頼され期待
される議会のあり方等について整理をする中で、
各種団体との意見交換会に臨み、議員間の協議
により、議員定数の結論を出していきます。

● 議会改革特別委員会

　理事者から、２月に実施した市民アンケートの
分析結果の報告があり、また７月から８月にかけ
て開催予定の市民意見交換会や市内在住の中学
生、高校生へのアンケート実施等、今後のスケ
ジュールについての説明がありました。
　委員からは、「意見交換会等には若い方を
含め多くの市民に参加していただけるよう、
実施方法を工夫するべき」、「総合計画は市の
最上位計画。各課にわたる共通課題の再検証
が必要」、「人口減少の観点だけではなく、
関係人口を増やす施策を推進すべき」といった
意見がありました。

● 総合計画特別委員会

　令和２年度の政務活動費について、会派ごとの支出状況を
報告します。
　令和２年度は、議員１人当たり月額３万円、総額５６７万円の
政務活動費が交付されましたが、新型コロナウイルス感染症の
影響により活動が制限されたこともあり、約２３３万円が未使用
額として市に返還されました。
　　　　　　　　

※０円の会派は、預金利息の発生しない決済用預金口座で管理
しています。なお、政務活動費取扱預金利息についても市に
返還しています。

令和2年度政務活動費
各会派の収支状況

政 務 活 動 費
預 金 利 息 ※

合　　計
調 査 研 究 費
研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請･陳情活動費
会 議 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費

合　　計
政務活動費充当上限額
残 　 額 （ 返 還 額 ）
預 金 利 息 返 還 額

新風会･公明
７名

2,520,000円

0円

2,520,000円

0円

65,120円

957,021円

0円

0円

0円

556,459円

404,157円

0円

0円

1,982,757円

1,982,757円

537,243円

0円

市  政  会
４名

1,440,000円

3円

1,440,003円

0円

0円

120,237円

0円

0円

0円

128,371円

281,306円

0円

0円

529,914円

529,914円

910,086円

3円

市民の会
３名

1,080,000円

0円

1,080,000円

0円

0円

103,000円

1,500円

0円

0円

62,236円

65,200円

0円

0円

231,936円

231,936円

848,064円

0円

日本共産党
２名

720,000円

2円

720,002円

0円

0円

460,352円

0円

0円

0円

63,882円

160,598円

0円

0円

684,832円

684,832円

35,168円

2円
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 ◆ 除雪機の導入について　　　　　　
　今冬の大雪において、ジオアリーナ等に設置
している中型除雪機を活用して生活道路等を確保
することができたことを踏まえ、避難所や公共
施設、生活道路の除雪対応を集中して行うた
め、新たに除雪機を購入したいとの説明があり
ました。
　配備施設については、公民館、小中学校、公共
施設等拠点避難所とし、使用者は施設職員や
市職員とする等の基本運用が示されました。
　委員からは、施設場所や管理、燃料代、事故
対応等の運用基準をしっかりと作るべきとの
意見があり、理事者からは、その方向で進めて
いきたいとの回答がありました。

 ◆ 勝山市附属機関の設置に関する
 条例の一部改正について　　　　　　　　　　

　理事者から、勝山市における公共交通のあり
方に関し、体系的かつ総合的に審議企画する
附属機関を設置したいとの説明がありました。
　改正のポイントは、附属機関に「勝山市生活
交通地域協議会」を追加するものです。協議会
は、学識経験者や公共交通機関関係者、社会福
祉関係者、市民代表、関係機関等で構成され、
今後「地域公共交通計画」を策定していくとの
ことです。
　委員からは、従来からある「勝山公共交通
会議」との違いについての質問があり、理事者
からは、設置の根拠法令が違うが、今後統合して
いく手続きも含めて考えていきたいとの回答が
ありました。

◆ 損害賠償の額を定めることについて　　　　　　
　昨年１２月に、野向町北野津又の農業集落排
水処理区域内にある汚水中継ポンプが動かなく
なり、隣家に汚水が溢れて家財を汚損させた
が、その損害賠償の額を１６３万９，０００円と
するものです。
　事故の原因は、ポンプ所制御盤内の通報装置の
バッテリーが切れており、ポンプの異常事態の
把握と確認が遅れたことによるもので、理事者
からは、今回の事故をうけて公共下水道５２ヶ
所と農業集落排水４６ヶ所全ての通報装置の確認
を行い、不具合のある箇所については、順次対応
していくとの報告がありました。
　委員からは、「予防保全」に努めるように
との意見がありました。

 ◆ 勝山市道路線の認定について　　　　　　　　　　
　３月定例会で陳情を採択した本町２丁目地係
の１路線を生活道路として維持管理するため、
また道の駅隣接地内の２路線を道の駅隣接地の
一体的開発事業にて維持管理するため、市道に
認定するものです。
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ひ
と
り
が
共
通
し
て
持
つ
べ
き

目
指
す
市
民
像
を
掲
げ
、
そ
れ

を
地
域
や
日
常
生
活
の
中
に
浸

透
さ
せ
い
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
第
６
次
勝
山

市
総
合
計
画
の
策
定
作
業
の
中

で
ま
と
め
て
い
く
。

　
　
道
の
駅
の
隣
接
地
を
商
業

施
設
誘
致
、
お
よ
び
企
業
誘
致

を
兼
ね
た
産
業
団
地
の
整
備
、

宿
泊
施
設
の
誘
致
等
、
一
体
的

開
発
事
業
と
し
て
土
地
開
発
公

社
に
委
託
し
た
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
地
方
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
も
こ

の
ほ
ど
新
制
度
を
打
ち
出
し
て

企
業
誘
致
の
後
押
し
を
し
て
く

れ
て
い
る
。
企
業
誘
致
等
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
誘
致
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
飲
食
、
物
販
、
収
穫
体

験
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
提
供
を

考
え
て
い
る
複
数
の
民
間
事
業

者
か
ら
の
進
出
要
望
を
受
け
、

現
在
協
議
を
進
め
て
お
り
、
民

間
事
業
者
の
ス
ピ
ー
ド
感
に

対
応
す
る
た
め
、
早
急
に
事

業
者
を
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
た
め
に
県
の
補

助
事
業
の
最
大
限
の
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

　
議
員
ご
紹
介
の
県
の
企
業
誘

致
に
関
す
る
新
制
度
に
つ
い
て

は
、
道
の
駅
隣
接
地
に
限
ら

ず
、
市
全
体
の
企
業
誘
致
活
動

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

● 小規模事業者の支援について
● すべての人にデジタル化の恩恵をについて

その他の質問
・新型コロナウイルスのワクチン接種について
・男女共同参画社会と女性活躍の推進について

● 勝山市民憲章の制定について
● 道の駅隣接地への企業誘致について

その他の質問
・水上市政の発信力について
・勝山市立中学校再編計画（案）について

　
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
小

規
模
事
業
者
に
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
。
と
り
わ
け
飲
食
業

者
、
仕
出
し
業
者
（
魚
屋
さ

ん
）
、
宿
泊
業
者
の
影
響
は
深

刻
で
あ
る
。
福
井
県
独
自
の
緊

急
事
態
宣
言
の
発
出
で
、
客
足

が
遠
の
い
て
い
る
。

　
市
で
は
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

の
利
用
券
を
無
料
配
布
し
て
、

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
会
社
を
支
援

し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
り
、
２
回
目
の
「
勝
ち

山
飯
食
べ
て
応
援
ク
ー
ポ
ン
」

や
市
独
自
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
お
食
事
券
（
第
２
弾
）
」
の

発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

で
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
に
対
し
て
、
今
こ
そ
政

策
を
総
動
員
し
て
い
く
べ
き
時

で
は
な
い
か
。
勝
山
市
の
経
済

の
基
盤
を
担
う
事
業
者
を
ど
の

よ
う
に
下
支
え
を
し
て
い
く
の

か
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
６
月
補
正
に
お
い
て
、
経

済
的
に
特
に
大
き
く
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
に
向
け
た
新

た
な
支
援
策
を
計
上
し
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

す
る
と
と
も
に
、
勝
山
商
工
会

議
所
と
連
携
し
て
情
報
発
信
し

て
い
く
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
本
年
９
月

１
日
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
新
た
な
技
術
を
積
極
的
に

導
入
し
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）

主
体
に
改
革
を
進
め
よ
う
と
す

る
も
の
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
現
状
で
は
情
報
格

差
が
生
じ
て
し
ま
い
、
高
齢
者

が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
な
い
と
思
う
。
高
齢
者
が

楽
し
く
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
し
、
若
い

世
代
と
同
様
に
デ
ジ
タ
ル
化
の

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
。

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
高
齢

者
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、

情
報
格
差
の
解
消
に
向
け
た
施

策
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
総
務
省
は
、
本
年
６
月
か

ら
全
国
約
１
８
０
０
ヶ
所
で
主

に
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
を

支
援
す
る
講
習
会
を
開
始
す
る

な
ど
、
幅
広
い
取
り
組
み
を
促

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
国
の
施
策
と
連
携
し
、
「
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
、
人
に

優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

安
岡
孝
一
議
員

 

新
風
会
・
公
明

● 総務文教厚生委員会

　審査の結果、議案３件を全て可決しました。また、
陳情2件について1件を趣旨採択とし、1件を採択と
しました。

　審査の結果、議案６件について４件を可決し、
２件を承認しました。また、陳情１件を不採択と
しました。

● 建設産業委員会

常任委員会･特別委員会報告
竹
内
和
順
議
員

 

新
風
会
・
公
明

３月定例会において道の駅隣接地を視察した様子

３ 議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月） １０議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）



 ◆ 除雪機の導入について　　　　　　
　今冬の大雪において、ジオアリーナ等に設置
している中型除雪機を活用して生活道路等を確保
することができたことを踏まえ、避難所や公共
施設、生活道路の除雪対応を集中して行うた
め、新たに除雪機を購入したいとの説明があり
ました。
　配備施設については、公民館、小中学校、公共
施設等拠点避難所とし、使用者は施設職員や
市職員とする等の基本運用が示されました。
　委員からは、施設場所や管理、燃料代、事故
対応等の運用基準をしっかりと作るべきとの
意見があり、理事者からは、その方向で進めて
いきたいとの回答がありました。

 ◆ 勝山市附属機関の設置に関する
 条例の一部改正について　　　　　　　　　　

　理事者から、勝山市における公共交通のあり
方に関し、体系的かつ総合的に審議企画する
附属機関を設置したいとの説明がありました。
　改正のポイントは、附属機関に「勝山市生活
交通地域協議会」を追加するものです。協議会
は、学識経験者や公共交通機関関係者、社会福
祉関係者、市民代表、関係機関等で構成され、
今後「地域公共交通計画」を策定していくとの
ことです。
　委員からは、従来からある「勝山公共交通
会議」との違いについての質問があり、理事者
からは、設置の根拠法令が違うが、今後統合して
いく手続きも含めて考えていきたいとの回答が
ありました。

◆ 損害賠償の額を定めることについて　　　　　　
　昨年１２月に、野向町北野津又の農業集落排
水処理区域内にある汚水中継ポンプが動かなく
なり、隣家に汚水が溢れて家財を汚損させた
が、その損害賠償の額を１６３万９，０００円と
するものです。
　事故の原因は、ポンプ所制御盤内の通報装置の
バッテリーが切れており、ポンプの異常事態の
把握と確認が遅れたことによるもので、理事者
からは、今回の事故をうけて公共下水道５２ヶ
所と農業集落排水４６ヶ所全ての通報装置の確認
を行い、不具合のある箇所については、順次対応
していくとの報告がありました。
　委員からは、「予防保全」に努めるように
との意見がありました。

 ◆ 勝山市道路線の認定について　　　　　　　　　　
　３月定例会で陳情を採択した本町２丁目地係
の１路線を生活道路として維持管理するため、
また道の駅隣接地内の２路線を道の駅隣接地の
一体的開発事業にて維持管理するため、市道に
認定するものです。

一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
な
く
と
も
、

最
近
、
地
域
社
会
の
人
と
人
と

の
結
び
つ
き
が
薄
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
生
活
の
場
と
な
る

地
域
社
会
で
の
営
み
に
は
、
地

域
住
民
の
連
携
、
住
み
よ
い
地

域
社
会
づ
く
り
が
肝
要
と
考

え
る
。

　
勝
山
市
民
一
人
ひ
と
り
が
互

い
に
横
の
つ
な
が
り
を
も
つ
こ

と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を

理
念
と
し
て
い
る
の
が
市
民
憲

章
で
あ
る
。
勝
山
市
民
憲
章
の

制
定
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
住

民
が
互
い
に
横
の
つ
な
が
り
を

も
っ
て
安
全
安
心
な
地
域
を
築

こ
う
と
す
る
結
び
つ
き
の
力

が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
共
通
し
て
持
つ
べ
き

目
指
す
市
民
像
を
掲
げ
、
そ
れ

を
地
域
や
日
常
生
活
の
中
に
浸

透
さ
せ
い
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
第
６
次
勝
山

市
総
合
計
画
の
策
定
作
業
の
中

で
ま
と
め
て
い
く
。

　
　
道
の
駅
の
隣
接
地
を
商
業

施
設
誘
致
、
お
よ
び
企
業
誘
致

を
兼
ね
た
産
業
団
地
の
整
備
、

宿
泊
施
設
の
誘
致
等
、
一
体
的

開
発
事
業
と
し
て
土
地
開
発
公

社
に
委
託
し
た
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
地
方
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
も
こ

の
ほ
ど
新
制
度
を
打
ち
出
し
て

企
業
誘
致
の
後
押
し
を
し
て
く

れ
て
い
る
。
企
業
誘
致
等
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
誘
致
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
飲
食
、
物
販
、
収
穫
体

験
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
提
供
を

考
え
て
い
る
複
数
の
民
間
事
業

者
か
ら
の
進
出
要
望
を
受
け
、

現
在
協
議
を
進
め
て
お
り
、
民

間
事
業
者
の
ス
ピ
ー
ド
感
に

対
応
す
る
た
め
、
早
急
に
事

業
者
を
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
た
め
に
県
の
補

助
事
業
の
最
大
限
の
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

　
議
員
ご
紹
介
の
県
の
企
業
誘

致
に
関
す
る
新
制
度
に
つ
い
て

は
、
道
の
駅
隣
接
地
に
限
ら

ず
、
市
全
体
の
企
業
誘
致
活
動

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

● 小規模事業者の支援について
● すべての人にデジタル化の恩恵をについて

その他の質問
・新型コロナウイルスのワクチン接種について
・男女共同参画社会と女性活躍の推進について

● 勝山市民憲章の制定について
● 道の駅隣接地への企業誘致について

その他の質問
・水上市政の発信力について
・勝山市立中学校再編計画（案）について

　
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
小

規
模
事
業
者
に
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
。
と
り
わ
け
飲
食
業

者
、
仕
出
し
業
者
（
魚
屋
さ

ん
）
、
宿
泊
業
者
の
影
響
は
深

刻
で
あ
る
。
福
井
県
独
自
の
緊

急
事
態
宣
言
の
発
出
で
、
客
足

が
遠
の
い
て
い
る
。

　
市
で
は
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

の
利
用
券
を
無
料
配
布
し
て
、

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
会
社
を
支
援

し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
り
、
２
回
目
の
「
勝
ち

山
飯
食
べ
て
応
援
ク
ー
ポ
ン
」

や
市
独
自
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
お
食
事
券
（
第
２
弾
）
」
の

発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

で
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
に
対
し
て
、
今
こ
そ
政

策
を
総
動
員
し
て
い
く
べ
き
時

で
は
な
い
か
。
勝
山
市
の
経
済

の
基
盤
を
担
う
事
業
者
を
ど
の

よ
う
に
下
支
え
を
し
て
い
く
の

か
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
６
月
補
正
に
お
い
て
、
経

済
的
に
特
に
大
き
く
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
に
向
け
た
新

た
な
支
援
策
を
計
上
し
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

す
る
と
と
も
に
、
勝
山
商
工
会

議
所
と
連
携
し
て
情
報
発
信
し

て
い
く
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
本
年
９
月

１
日
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
新
た
な
技
術
を
積
極
的
に

導
入
し
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）

主
体
に
改
革
を
進
め
よ
う
と
す

る
も
の
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
現
状
で
は
情
報
格

差
が
生
じ
て
し
ま
い
、
高
齢
者

が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
な
い
と
思
う
。
高
齢
者
が

楽
し
く
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
し
、
若
い

世
代
と
同
様
に
デ
ジ
タ
ル
化
の

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
。

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
高
齢

者
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、

情
報
格
差
の
解
消
に
向
け
た
施

策
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
総
務
省
は
、
本
年
６
月
か

ら
全
国
約
１
８
０
０
ヶ
所
で
主

に
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
を

支
援
す
る
講
習
会
を
開
始
す
る

な
ど
、
幅
広
い
取
り
組
み
を
促

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
国
の
施
策
と
連
携
し
、
「
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
、
人
に

優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

安
岡
孝
一
議
員

 

新
風
会
・
公
明

● 総務文教厚生委員会

　審査の結果、議案３件を全て可決しました。また、
陳情2件について1件を趣旨採択とし、1件を採択と
しました。

　審査の結果、議案６件について４件を可決し、
２件を承認しました。また、陳情１件を不採択と
しました。

● 建設産業委員会

常任委員会･特別委員会報告
竹
内
和
順
議
員

 

新
風
会
・
公
明

３月定例会において道の駅隣接地を視察した様子

３ 議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月） １０議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）



中
山
光
平
議
員

 

市
民
の
会

松
本
聖
司
郎
議
員

 

新
風
会
・
公
明

議会のなぜ？にお答えします

「 政務活動費 」
　政務活動費とは、地方議会の活性化を図るため、議員の調査研究その他の活動に資するため
必要な経費の一部として交付することができる金銭的給付のことで、地方自治法により制度が
設けられています。
　勝山市議会では「地方自治法第100条第14項、15項、
16項」、「勝山市議会政務活動費の交付に関する条例」の
規定に基づき、会派（１人の場合を含む）に対して議員
１人あたり月額３万円が交付されています。
　なお、未使用額については、市に返還されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※本紙2ページ参照

一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

「
若
い
」
と
「
世
話
す
る
人
」

の
英
語
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉

で
、
大
人
が
担
う
家
事
や
病
気

や
障
害
が
あ
る
家
族
の
介
護
を

日
常
的
に
行
っ
て
い
る
18
歳
未

満
の
子
供
を
指
し
、
幼
い
弟
妹

の
世
話
や
日
本
語
が
話
せ
な
い

家
族
の
通
訳
を
務
め
て
い
る
子

供
も
含
ま
れ
る
。
自
由
な
時
間

が
取
れ
ず
、
家
業
や
進
路
に
影

響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
健

全
な
発
育
や
人
間
関
係
の
構
築

を
阻
む
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
世
話
し
て
い
る
家
族
が
い

る
」
と
し
た
中
学
生
が
5.7
％

（
約
17
人
に
１
人
）
、
高
校
生

が
4.1
％
（
約
24
人
に
１
人
）

で
、
ク
ラ
ス
に
１
〜
２
人
い
る

計
算
と
な
る
。
生
徒
か
ら
は

「
夜
遅
く
ま
で
世
話
し
て
授
業

に
集
中
で
き
な
い
」「
少
し
余
裕

が
欲
し
い
」「
先
生
に
事
情
を

説
明
し
て
も
表
面
的
な
こ
と
を

言
わ
れ
、
欠
席
や
遅
刻
が
家

庭
の
事
情
で
も
内
申
点
で
跳

ね
返
っ
て
く
る
」
と
の
意
見
が

あ
る
。

　
勝
山
市
は
「
子
育
て
日
本

一
」
を
う
た
っ
て
い
る
。
全
国

に
先
駆
け
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
支
援
を
充
実
し
、
子
供
の
苦

悩
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
な
い
か
。
勝
山
市
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
状
況
と
支

援
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
市
内
小
中
学
校
に
お
い

て
、
保
護
者
と
の
懇
談
や
日
頃

の
児
童
生
徒
の
様
子
か
ら
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当
す
る
児

童
生
徒
は
把
握
で
き
て
い
な
い

が
、
幼
い
兄
弟
の
世
話
や
家
事

を
行
っ
て
い
る
児
童
生
徒
が
数

名
い
る
と
い
う
報
告
を
受
け
て

い
る
。

　
支
援
に
対
す
る
取
り
組
み
と

し
て
は
、
早
期
発
見
・
把
握
の

た
め
に
、
学
期
ご
と
に
教
育
相

談
週
間
を
設
け
、
担
任
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
個
別

面
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
教
職
員
や
児
童
生

徒
、
保
護
者
に
向
け
て
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
周
知
理
解
を
促
進

し
、
他
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
た
く
さ
ん
の
目
で
子
供
た

ち
を
見
守
る
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
福
祉
サ
イ
ド
か
ら
も

家
庭
児
童
相
談
員
や
生
活
困
窮

の
窓
口
な
ど
を
通
じ
て
、
身
体

的
、
精
神
的
に
困
っ
て
い
る
子

供
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

● 軽油備蓄量の増量について

その他の質問
・新型コロナウイルスについて

● ヤングケアラーについて

その他の質問
・主要地方道篠尾勝山線整備方針について
・県立大学新学部誘致状況について

　
　
今
年
は
数
年
に
一
度
の
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、
主
要
幹
線
道

路
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
生
活

必
需
品
の
不
足
や
除
雪
用
燃
料

で
も
あ
る
軽
油
の
入
荷
が
で
き

ず
、
油
不
足
に
な
る
事
態
が
起

き
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

３
月
定
例
会
で
ま
ず
主
要
幹
線

道
路
の
確
保
が
大
切
だ
と
、
他

市
町
と
の
連
携
が
必
要
だ
と
い

う
話
を
し
た
が
、
県
土
木
も
積

極
的
に
動
か
れ
、
前
向
き
な
返

答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
勝
山
市
も
嶺
北
石
油

組
合
と
災
害
応
援
協
定
を
結
ん

で
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、
市
内

の
石
油
業
者
に
軽
油
の
備
蓄
量

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
協
力
的
に
お
話

に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
タ
ン
ク

の
油
種
の
変
更
で
６
万
リ
ッ
ト

ル
の
量
を
増
や
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
の
こ
と
。

　
以
上
の
経
緯
か
ら
、
市
も

積
極
的
に
動
い
て
ほ
し
い
と

お
願
い
を
し
た
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
や
今
後
の
見
通
し
な
ど

を
伺
う
。

　
　
議
員
か
ら
提
案
を
受
け
、

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
て

い
る
嶺
北
石
油
組
合
と
の
間
で

油
種
の
入
替
え
に
よ
る
軽
油
備

蓄
量
の
増
量
に
つ
い
て
の
協
議

を
行
い
、
す
で
に
前
向
き
な
回

答
を
得
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
新
た
に
６
万
リ
ッ
ト
ル
の

軽
油
備
蓄
量
の
増
量
が
見
込
ま

れ
、
市
内
給
油
所
の
軽
油
タ
ン

ク
容
量
の
合
計
は
16
万
３
０
０

０
リ
ッ
ト
ル
と
な
り
、
約
２
日

分
の
備
蓄
量
を
新
た
に
確
保
で

き
る
見
込
み
と
な
る
。

　
油
種
の
入
替
え
に
伴
い
発
生

す
る
給
油
所
の
タ
ン
ク
や
配
管

清
掃
な
ど
の
経
費
の
一
部
と
し

て
、
今
６
月
補
正
予
算
に
計
上

し
て
い
る
。

　
油
種
の
入
替
え
に
伴
い
、
灯

油
の
備
蓄
量
は
減
少
す
る
こ
と

に
な
る
。
市
民
に
は
、
降
雪
期

前
の
「
雪
に
備
え
る
」
情
報
と

し
て
、
広
報
な
ど
で
灯
油
の
備

蓄
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く
。

一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
勝
山
市
、
大
野
市
、
永
平

寺
町
の
３
市
町
全
体
の
案
内
を

行
う
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
少
な
く
、
３
市
町
各
所
を
回

遊
す
る
仕
組
み
が
不
足
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
20
年
後
も
継
続
し
て
観
光
産

業
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
準
備
期
間
と
捉

え
て
、
自
治
体
の
垣
根
を
越

え
、
満
足
度
１
５
０
％
以
上
を

目
指
し
、
巡
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
宿
泊
、
案
内
、
名
所
整
備

の
強
化
を
行
う
べ
き
と
強
く
推

奨
す
る
。

　
市
の
現
状
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
奥
越
２
市
と
永
平
寺
町
を

１
つ
の
観
光
推
進
エ
リ
ア
と
し

て
、
３
市
町
の
官
民
関
係
者
で
周

遊
滞
在
型
観
光
推
進
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
越
前
加

賀
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
機
構
や

環
白
山
広
域
観
光
推
進
協
議
会

な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
や
枠
組

み
で
近
隣
自
治
体
と
連
携
し
、

周
遊
観
光
を
目
指
し
て
い
る
。

　
当
市
に
お
け
る
観
光
客
の
滞

在
時
間
を
増
や
す
た
め
に
も
、

市
内
に
不
足
す
る
宿
泊
施
設
の

誘
致
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

● 新型コロナウイルス感染症対応の
　 見直しについて

その他の質問
・行政サービスにLINEを使うことの危険性

● 地域連携型観光事業について

その他の質問
・ＰＲ能力向上について

吉
田
清
隆
議
員

 

新
風
会
・
公
明

高
間
清
一
議
員

 

市
民
の
会

議会広報特別委員会では、〝見やすい議会だより〟に取り組んでいます｡

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
過
剰

で
あ
る
。
40
代
、
50
代
を
境
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
危
険
性
が
大
き

く
違
う
。
（
死
亡
率
は
、
40
代

以
下
が
0.1
％
に
対
し
、
50
代
は

0.6
％
、
60
代
が
2.5
％
、
70
代
が

6.8
％
、
80
代
以
上
は
14
．

８
％
）
つ
ま
り
感
染
症
対
策

は
、
年
齢
別
に
設
定
す
る
べ
き

だ
。
で
な
け
れ
ば
経
済
的
損
失

や
学
習
機
会
の
損
失
が
多
大
に

な
る
。
ま
た
自
粛
に
関
し
て

は
、
最
初
期
に
の
み
効
果
が
あ

る
こ
と
は
デ
ー
タ
上
明
ら
か
だ

と
学
者
等
も
指
摘
し
て
い
て
、

現
在
で
は
効
果
が
な
い
。
私
が

示
し
た
デ
ー
タ
の
一
次
資
料

は
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
確
か
な

デ
ー
タ
を
明
ら
か
に
し
、
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
誤
解
を
解
き
、

事
実
に
基
づ
い
た
対
応
を
要
請

す
る
の
が
、
正
し
い
行
政
で
は

な
い
か
。

　
　
市
民
に
情
報
発
信
す
る
際

は
、
国
や
県
な
ど
公
的
機
関
に

よ
る
信
憑
性
が
あ
る
情
報
を
、

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が

最
も
重
要
と
考
え
、
今
後
も
そ

の
方
針
で
市
民
へ
の
情
報
発
信

に
努
め
た
い
。

　
ま
た
、
市
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
計
画
を
進
め
る
中
で
、
そ

の
接
種
に
つ
い
て
個
人
個
人
が

し
っ
か
り
と
判
断
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

４議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）９ 議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）



一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
障
害
者
差
別
解
消
法
は
、

全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無

に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
、「
合

理
的
配
慮
」
と
い
う
言
葉
が
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
う
が
、
障
害
者
差
別
解
消
法

が
施
行
さ
れ
て
以
降
で
合
理
的

配
慮
の
対
応
事
例
を
問
う
。

　
ま
た
、「
合
理
的
配
慮
」が
市

民
の
皆
様
に
広
く
知
れ
渡
っ
て

い
る
か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
一
例
で
、
恐
竜
ク
ロ
カ
ン

マ
ラ
ソ
ン
に
、
ろ
う
あ
者
か
ら

の
参
加
申
込
み
が
あ
っ
た
際
、

受
付
に
手
話
通
訳
を
配
置
し

た
。
翌
年
か
ら
は
、
手
話
が
で

き
る
職
員
を
配
置
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
」
の
窓
口
に
は
電

子
メ
モ
パ
ッ
ド
を
置
き
、
筆
談

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

様
々
な
障
害
の
あ
る
方
に
対

し
、
必
要
に
応
じ
て
合
理
的
配

慮
を
実
施
し
て
い
る
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
学
校

現
場
に
も
合
理
的
配
慮
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

児
童
生
徒
の
学
習
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
小
学
校
に

６
名
、
中
学
校
に
３
名
の
特
別

支
援
教
育
支
援
員
や
個
別
教
育

支
援
員
を
配
置
し
た
り
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
に

取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
る
。

　
市
民
に
合
理
的
配
慮
へ
の
理

解
を
お
聞
き
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
奥
越
地
区
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会
が
行
っ
た
街
頭
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
８
割
弱
が

障
害
者
差
別
解
消
に
一
定
の
関

心
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

● 勝山市育英基金の運用について
● 動物愛護管理法※の施行について

● 合理的配慮について

その他の質問
・ＤＸの推進について
・ＧＩＧＡスクールについて

　
　
令
和
元
年
度
決
算
で
は
、

基
金
残
高
と
債
権
額
の
合
計
が

約
４
億
８
０
０
０
万
円
に
な

る
。
こ
の
資
金
を
利
用
し
、
給

付
額
に
一
定
の
マ
イ
ナ
ス
金
利

を
つ
け
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
貸
与
条
件
を
見
直

し
、
活
用
幅
を
広
げ
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
勝
山
市
育
英
資
金
は
、
利

子
は
付
さ
な
い
が
、
卒
業
後
に

返
還
義
務
が
発
生
す
る
「
貸
与

型
」
で
あ
る
。
今
後
、
少
子
化

で
貸
与
者
・
貸
与
額
が
減
少

し
、
基
金
お
よ
び
制
度
が
十
分

活
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
奨
学
金

の
一
部
ま
た
は
全
部
を
返
還
不

要
の
「
給
付
型
」
に
す
る
こ
と

も
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

の
環
境
向
上
や
英
語
教
育
の
高

次
化
へ
の
投
資
な
ど
、
市
が
特

徴
的
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
教
育
施
策
に
資
金
を
振
向

け
、
全
児
童
生
徒
の
学
び
の
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
、

寄
附
さ
れ
た
方
々
の
意
に
背
く

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

様
々
な
角
度
か
ら
、
資
金
の
運

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
当
市
で
は
、
動
物
愛
護
管

理
法
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
事

業
者
や
事
案
は
な
い
か
。

　
個
人
の
ペ
ッ
ト
飼
育
で
も
適

正
な
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。
行

政
と
し
て
周
知
徹
底
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
同
法
に
基
づ
き
登
録
等
を

行
っ
て
い
る
動
物
取
扱
業
者
に

つ
い
て
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
市

内
で
は
保
管
業
３
者
、
展
示
業

１
者
が
取
扱
業
者
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、
繁
殖
販
売
業

の
届
出
は
な
い
。

　
ま
た
、
同
法
に
係
る
対
象
事

案
に
つ
い
て
も
、
勝
山
市
で
は

事
案
無
し
と
の
連
絡
を
受
け
て

い
る
。

　
市
と
し
て
も
、
同
法
の
目
的

が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
動
物
の

愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
関
し
、

国
、
県
と
相
互
に
連
携
を
図
り

つ
つ
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
等

に
お
け
る
教
育
活
動
、
広
報
活

動
等
を
通
じ
て
普
及
啓
発
を

図
っ
て
い
く
。

帰
山
寿
憲
議
員
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久
保
幸
治
議
員

 

日
本
共
産
党

　
　
昨
秋
の
、
保
育
士
に
対
し

慰
労
金
を
５
万
円
支
払
う
と
い

う
県
の
制
度
で
、
市
内
多
く
の

保
育
士
が
慰
労
金
を
受
領
し

た
。
し
か
し
、
病
院
内
保
育
施

設
の
保
育
士
は
、
同
じ
保
育

業
務
で
あ
り
な
が
ら
慰
労
金

が
貰
え
な
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　
予
算
措
置
や
支
給
制
度
の
条

件
設
定
見
直
し
な
ど
、
国
、
県

の
指
示
や
決
定
を
待
つ
こ
と
も

大
事
だ
が
、
市
民
住
民
へ
の
支

援
救
済
の
素
早
く
柔
軟
な
対
応

こ
そ
が
、
地
方
自
治
体
の
大
切

な
役
目
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
勝
山
市
が
「
コ
ロ
ナ
対
応
、

医
療
保
育
士
特
別
支
援
金
」
と

い
う
よ
う
な
独
自
の
制
度
を
設

け
、
県
の
不
公
平
な
慰
労
金
制

度
の
解
消
を
提
案
し
た
い
。

　
　
事
業
所
内
保
育
施
設
を
含

む
認
可
外
保
育
施
設
が
本
制
度

の
支
給
対
象
外
な
の
は
、
県
の

政
策
的
判
断
で
あ
る
。

　
市
内
に
は
事
業
所
内
保
育
園

が
１
園
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
尽
力
さ
れ
て
い
る
職
員
に
対

し
て
事
業
所
か
ら
慰
労
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
所
と
話

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
で
は
、
65
才
以
上
の
高

齢
者
の
運
転
免
許
証
・
自
主
返

納
支
援
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
お
よ
び
京
福
バ
ス

勝
山
・
大
野
線
の
「
永
久
無
料

乗
車
券
」
を
発
行
し
て
い
る
。

全
国
で
は
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
交
付
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。

　
市
は
先
日
、
高
齢
者
用
に
１

人
４
０
０
０
円
分
の
タ
ク
シ
ー

券
を
配
布
し
た
が
、
そ
の
利
用

状
況
を
伺
う
。

　
ま
た
、
希
望
者
に
は
安
価
で

シ
ニ
ア
カ
ー
を
貸
与
で
き
な
い

か
も
伺
う
。

　
　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
利
用
券

は
、
５
月
末
時
点
で
８
７
５
４

人
に
配
布
し
、
配
布
枚
数
全
体

の
約
５
％
の
利
用
が
あ
っ
た
。

８
割
以
上
が
タ
ク
シ
ー
利
用

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
係
る
移
動
で
の

利
用
も
多
く
あ
っ
た
。

　
シ
ニ
ア
カ
ー
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
利
用
状
況
か
ら
、
近
距

離
の
移
動
に
は
一
定
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
。
シ
ニ
ア
カ
ー
の
利
用

状
況
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
状
況
な

ど
を
調
査
し
て
い
き
た
い
。

● 県が支給した保育士への慰労金について

その他の質問
・学校教育について
・国民健康保険税の値下げについて

● 高齢者の免許返納者にタクシー券と
　 シニアカー貸与について

● 市役所職員の応対と各課の連携、
　 職員の相互協力について

その他の質問
・今後の新型コロナウイルスワクチン接種方法について
・新型コロナウイルス感染症対策として「赤ちゃん用おむつ配達便」について
・不要な衣類の回収ボックスについて

一般質問Q&A

　
　
市
役
所
内
が
明
る
い
雰
囲

気
に
あ
ふ
れ
、
責
任
あ
る
言

動
、
助
け
合
い
、
共
に
働
く
な

ど
、
親
し
ま
れ
る
場
所
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

　
①
職
員
の
資
質
に
関
す
る

市
民
へ
の
不
適
切
な
応
対
に

つ
い
て

　
②
市
民
負
担
と
不
信
感
を
減

ら
す
た
め
の
所
属
課
間
の
連
携

と
、
市
職
員
の
相
互
協
力
に
つ

い
て

　
　
①
市
役
所
の
業
務
範
囲
は

多
岐
に
わ
た
り
、
１
人
の
職
員

が
全
て
に
答
え
る
こ
と
は
難
し

く
、
行
政
執
行
の
権
限
や
権
利

等
の
関
係
で
責
任
あ
る
回
答
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
市
民
へ
の
接
遇
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
上
司
か
ら
若
手
職

員
に
伝
え
て
い
る
が
、
改
め
て

職
員
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　
②
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応
を

心
が
け
て
い
る
が
、
誤
っ
た
所

属
課
に
取
り
次
が
な
い
よ
う
、

窓
口
や
代
表
電
話
で
用
件
の
詳

細
を
確
認
す
る
精
度
を
高
め
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
市
民
か
ら
の
お
尋
ね

を
、
上
司
や
同
僚
に
確
認
し
た

り
自
分
で
調
べ
た
り
す
る
な
ど

親
身
に
な
っ
て
対
応
す
る
よ

う
、
周
知
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

下
道
惠
子
議
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新
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会
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明
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市
政
会

　
　
長
尾
山
総
合
公
園
再
整
備

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

今
現
在
の
状
況
を
伺
う
。

　
恐
竜
博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
２
０
２
３
年
完
成
を

目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
再
整

備
計
画
は
何
年
を
目
指
し
て

い
る
の
か
。

　
　
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
県

内
全
線
開
通
や
北
陸
新
幹
線
の

福
井
敦
賀
開
業
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
、
福
井
県
が
進
め
て

い
る
恐
竜
博
物
館
の
機
能
強
化

を
見
据
え
、
市
民
が
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
宿
泊

機
能
や
飲
食
物
販
機
能
、
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
能
な
ど
の

施
設
の
整
備
を
、※Park-PFI

方
式
に
て
検
討
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
本
年
度
、
事
業
者
を
公
募

す
る
。
本
定
例
会
中
に
調
査
結

果
や
公
募
指
針
案
等
を
報
告
し

た
い
。

　
　
　
　
　

※
Park-PFI

：
飲
食
店
、
売
店
等
の

施
設
設
置
と
、
そ
の
施
設
か
ら

生
じ
る
利
益
を
活
用
し
て
、
周

辺
の
園
路
等
の
整
備
改
修
を
一

体
的
に
行
う
者
を
公
募
に
よ
り

選
定
す
る
制
度

　
　
雁
が
原
の
自
然
公
園
化
を

提
案
し
た
い
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
一
区
画

い
く
ら
で
寄
付
を
し
て
い
た
だ

き
、
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
花
木

を
植
え
て
も
ら
い
、
管
理
し
て

い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
将
来
、
勝
山
市
の
名
勝
に
な

り
、
さ
ら
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
整

え
れ
ば
、人
々
が
集
う
だ
ろ
う
。

　
　
恐
竜
博
物
館
の
機
能
強
化

や
道
の
駅
隣
接
地
の
整
備
、
長

尾
山
総
合
公
園
のPark-PFI

に

よ
る
整
備
と
い
っ
た
重
要
な
施

策
の
動
向
や
事
業
効
果
を
見
極

め
た
う
え
で
、
雁
が
原
の
活
用

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
が
、

再
開
発
を
見
送
り
、
自
然
公
園

化
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
選
択

肢
で
あ
る
と
考
え
る
。

● 宿泊施設誘致について
● 雁が原の活用について

その他の質問
・新型コロナウイルスワクチン接種について
・今年度の除雪体制について

　
　
パ
ソ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム
機
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
を
多
く
見
る
生
活
習
慣
が

急
激
に
進
行
し
て
い
る
。
そ
れ

が
原
因
で
、
近
く
を
見
る
時
間

が
長
く
、
遠
く
を
見
る
時
間
が

短
く
な
っ
て
、
眼
の
焦
点
を
あ

わ
せ
る
た
め
に
前
後
す
る
眼
球

が
伸
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
眼
軸
近
視
が
進
ん
で
い
る
。

眼
軸
は
伸
び
て
し
ま
う
と
生
涯

治
ら
な
い
。
従
っ
て
、
近
視
が

進
む
子
供
の
う
ち
に
伸
び
を
抑

え
る
こ
と
が
重
要
と
専
門
家
は

指
摘
す
る
。

　
以
前
か
ら
、
当
市
の
子
供

た
ち
の
視
力
低
下
が
深
刻
な

状
況
に
あ
る
。
直
近
の
検
査

結
果
は
ど
う
か
。
今
後
も
デ
ジ

タ
ル
授
業
が
進
む
た
め
、
対
策

強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
が
、

い
か
が
か
。

　
　
文
部
科
学
省
の
令
和
元
年

度
学
校
保
健
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
勝
山
市
の
裸
眼
視
力
が
1.0

未
満
の
児
童
生
徒
の
割
合
は
、

全
国
、
県
内
を
や
や
上
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
内
小
中
学
校
で
は
、
「
目

の
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
「
目
の
健
康
を
守
る
３
か

条
」
の
教
室
掲
示
や
「
目
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
」、※

「
ビ

ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど

目
の
健
康
を
守
る
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
毎
月
発

行
し
て
い
る
保
健
だ
よ
り
で
、

子
供
た
ち
の
状
況
や
目
の
大
切

さ
を
家
庭
に
も
伝
え
、
家
族
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
一
人
一
台
端
末
の
学
び
が
始

ま
る
中
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
利
用
ル
ー
ル
を
定
め
る
な

ど
、
目
の
健
康
に
関
す
る
活
動

に
さ
ら
に
取
り
組
む
よ
う
、
指

導
し
て
い
く
。

※

ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
：
眼
球

を
動
か
し
て
目
の
筋
肉
を
鍛
え

る
こ
と
。

　
　
①
勝
山
高
校
併
設
案
は
、

新
中
学
校
に
専
用
体
育
施
設
が

な
く
「
借
り
る
」
の
で
問
題
が

発
生
す
る
。
計
画
３
案
と
も
無

理
を
重
ね
て
お
り
、
問
題
点
を

検
証
し
た
資
料
を
示
し
て
説
明

す
べ
き
。

　
②
勝
山
で
は
10
年
で
30
％
も

出
生
数
が
減
り
、さ
ら
に
少
子
化

が
進
む
と
、
奥
越
３
高
校
と「
普

通
科
の
勝
山
高
校
」
が
維
持
で

き
ず
、
勝
山
高
校
併
設
の
効
果

と
必
要
性
の
前
提
が
崩
れ
る
。

　
③
市
民
と
の
意
見
交
換
に
向

け
て
、
新
た
な
提
案
や
指
摘
を

無
視
せ
ず
、
整
理
し
て
情
報
提

供
し
て
い
く
べ
き
。

　
④
計
画
案
は
決
定
で
は
な

い
、
発
言
で
不
利
益
を
与
え
な

い
、
計
画
案
と
異
な
る
意
見
も

尊
重
す
る
、
年
度
内
の
決
定
に

固
執
し
な
い
、
以
上
を
約
束
す

べ
き
。

　
⑤
市
民
参
加
で
発
展
的
な
議

論
に
す
る
に
は
、
市
民
投
票
で

決
め
る
べ
き
だ
。

　
　
①
今
年
の
２
月
、
県
か
ら

中
高
併
設
・
連
携
を
進
め
る
旨

の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
県
教
委
や
勝
山
高
校
と
の

話
し
合
い
の
中
で
、
３
つ
の
候

補
地
案
が
出
て
き
た
。
こ
れ
ら

は
、
専
門
機
関
に
調
査
委
託
し

た
結
果
で
は
な
い
が
、
県
や
市

の
技
術
職
員
を
混
じ
え
て
検
討

し
、
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
な
課

題
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
た
。

今
後
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
的

な
検
証
も
加
え
、
最
終
的
な
立

地
場
所
を
決
定
し
て
い
く
。

　
②
中
学
校
再
編
案
は
、
中
高

の
併
設
・
連
携
に
よ
っ
て
、
勝

山
高
校
へ
の
進
学
率
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。
市
内
だ
け
で
な

く
市
外
、
県
外
か
ら
の
入
学
者

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
③
新
た
な
提
案
や
ご
指
摘
に

は
、
真
摯
に
対
応
し
て
い
く
。

　
④
市
の
方
針
と
異
な
る
意
見

で
あ
っ
て
も
、
不
利
益
を
与
え

る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
計
画

決
定
時
期
に
つ
い
て
も
、
も
っ

と
時
間
を
か
け
て
と
い
う
意
見

も
あ
れ
ば
、
早
く
進
め
る
べ
き

と
の
意
見
も
あ
る
。

　
⑤
中
学
校
再
編
案
に
つ
い
て

市
民
か
ら
広
く
意
見
を
聞
い
た

う
え
で
、
市
議
会
の
判
断
を
仰

ぐ
進
め
方
が
妥
当
で
あ
る
と
考

え
る
。

● 中学校の統廃合について

その他の質問
・コロナ禍対策について

● 令和３年１月大雪を教訓として

その他の質問
・地場産企業の支援について
・ワクチン接種について

　
　
①
冬
場
に
お
け
る
住
宅
へ

の
浸
水
被
害
は
、
今
年
も
床
上

浸
水
が
２
件
、
床
下
浸
水
が
９

件
あ
っ
た
。
30
年
豪
雪
の
際
に

も
、
下
袋
田
区
の
数
件
が
床
下

浸
水
し
て
い
る
。

　
大
手
坂
の
流
雪
に
よ
る
浸
水

被
害
の
原
因
は
、
市
内
の
網
状

と
な
っ
た
水
路
系
統
に
お
い

て
、
上
流
側
で
の
水
の
切
り
廻

し
に
よ
り
元
禄
線
付
近
の
２
号

水
路
の
水
量
が
少
な
い
状
況
の

中
、
そ
れ
ま
で
に
投
雪
さ
れ
た

雪
で
２
号
水
路
が
詰
ま
り
、
本

町
地
区
の
住
宅
に
浸
水
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
流
雪
溝
の
雪
詰
ま
り
は
、
指

定
さ
れ
た
時
間
制
限
を
守
れ
ば

あ
る
程
度
回
避
で
き
る
が
、
元

禄
地
区
か
ら
本
町
に
落
ち
る
水

路
を
坂
に
落
と
さ
ず
、
現
在
工

事
中
の
元
禄
線
に
引
き
込
む
こ

と
が
最
良
策
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

　
②
今
年
１
月
の
想
定
外
の
大

雪
に
よ
り
、
幹
線
道
路
や
生
活

道
路
の
除
雪
や
排
雪
が
う
ま
く

機
能
し
な
か
っ
た
。

　
抜
本
的
な
除
雪
体
制
の
改

革
が
求
め
ら
れ
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

　
③
毎
年
開
催
さ
れ
る
雪
害
対

策
会
議
は
形
骸
化
し
て
い
て
、

現
実
的
、
具
体
的
な
事
例
を
挙

げ
て
協
議
を
す
る
な
ど
、
会
議

内
容
を
検
討
す
る
必
要
性
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
見

解
を
伺
う
。

　
　
①
勝
山
商
工
会
議
所
の
西

側
に
新
た
な
水
路
を
設
置
し
、

大
手
坂
を
流
れ
る
水
を
元
禄
線

側
の
流
雪
溝
に
引
き
込
み
、
さ

ら
に
本
町
交
差
点
の
下
流
側
に

流
し
込
む
対
策
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
大
手
坂
に
流
れ
込

む
水
量
自
体
を
減
ら
す
対
策
も

実
施
し
て
い
く
。

　
②
県
、
市
、
勝
山
建
設
業
会

で
協
議
し
、
協
力
体
制
の
下
、

主
要
幹
線
道
路
や
物
流
ル
ー
ト

等
、
優
先
し
た
ル
ー
ト
か
ら
順

に
除
雪
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

　
③
国
・
県
道
、
市
道
の
優
先

除
雪
や
応
援
体
制
の
構
築
に
よ

る
道
路
除
雪
、
小
型
除
雪
機
に

よ
る
生
活
道
路
の
除
雪
対
応
、

高
齢
者
宅
等
へ
の
除
排
雪
支

援
、
屋
根
雪
下
ろ
し
の
支
援
、

水
路
詰
ま
り
に
よ
る
浸
水
を
防

ぐ
各
地
区
と
の
除
排
雪
連
携
な

ど
具
体
的
な
雪
害
対
策
を
協
議

し
、
確
認
し
て
い
き
た
い
。

近
藤
栄
紀
議
員
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長
尾
山
総
合
公
園
再
整
備

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

今
現
在
の
状
況
を
伺
う
。

　
恐
竜
博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
２
０
２
３
年
完
成
を

目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
再
整

備
計
画
は
何
年
を
目
指
し
て

い
る
の
か
。

　
　
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
県

内
全
線
開
通
や
北
陸
新
幹
線
の

福
井
敦
賀
開
業
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
、
福
井
県
が
進
め
て

い
る
恐
竜
博
物
館
の
機
能
強
化

を
見
据
え
、
市
民
が
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
宿
泊

機
能
や
飲
食
物
販
機
能
、
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
能
な
ど
の

施
設
の
整
備
を
、※Park-PFI

方
式
に
て
検
討
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
本
年
度
、
事
業
者
を
公
募

す
る
。
本
定
例
会
中
に
調
査
結

果
や
公
募
指
針
案
等
を
報
告
し

た
い
。

　
　
　
　
　

※
Park-PFI

：
飲
食
店
、
売
店
等
の

施
設
設
置
と
、
そ
の
施
設
か
ら

生
じ
る
利
益
を
活
用
し
て
、
周

辺
の
園
路
等
の
整
備
改
修
を
一

体
的
に
行
う
者
を
公
募
に
よ
り

選
定
す
る
制
度

　
　
雁
が
原
の
自
然
公
園
化
を

提
案
し
た
い
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
一
区
画

い
く
ら
で
寄
付
を
し
て
い
た
だ

き
、
オ
ー
ナ
ー
と
な
り
、
花
木

を
植
え
て
も
ら
い
、
管
理
し
て

い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
将
来
、
勝
山
市
の
名
勝
に
な

り
、
さ
ら
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
整

え
れ
ば
、人
々
が
集
う
だ
ろ
う
。

　
　
恐
竜
博
物
館
の
機
能
強
化

や
道
の
駅
隣
接
地
の
整
備
、
長

尾
山
総
合
公
園
のPark-PFI

に

よ
る
整
備
と
い
っ
た
重
要
な
施

策
の
動
向
や
事
業
効
果
を
見
極

め
た
う
え
で
、
雁
が
原
の
活
用

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
が
、

再
開
発
を
見
送
り
、
自
然
公
園

化
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
選
択

肢
で
あ
る
と
考
え
る
。

● 宿泊施設誘致について
● 雁が原の活用について

その他の質問
・新型コロナウイルスワクチン接種について
・今年度の除雪体制について

　
　
パ
ソ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム
機
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
を
多
く
見
る
生
活
習
慣
が

急
激
に
進
行
し
て
い
る
。
そ
れ

が
原
因
で
、
近
く
を
見
る
時
間

が
長
く
、
遠
く
を
見
る
時
間
が

短
く
な
っ
て
、
眼
の
焦
点
を
あ

わ
せ
る
た
め
に
前
後
す
る
眼
球

が
伸
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
眼
軸
近
視
が
進
ん
で
い
る
。

眼
軸
は
伸
び
て
し
ま
う
と
生
涯

治
ら
な
い
。
従
っ
て
、
近
視
が

進
む
子
供
の
う
ち
に
伸
び
を
抑

え
る
こ
と
が
重
要
と
専
門
家
は

指
摘
す
る
。

　
以
前
か
ら
、
当
市
の
子
供

た
ち
の
視
力
低
下
が
深
刻
な

状
況
に
あ
る
。
直
近
の
検
査

結
果
は
ど
う
か
。
今
後
も
デ
ジ

タ
ル
授
業
が
進
む
た
め
、
対
策

強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
が
、

い
か
が
か
。

　
　
文
部
科
学
省
の
令
和
元
年

度
学
校
保
健
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
勝
山
市
の
裸
眼
視
力
が
1.0

未
満
の
児
童
生
徒
の
割
合
は
、

全
国
、
県
内
を
や
や
上
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
内
小
中
学
校
で
は
、
「
目

の
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
「
目
の
健
康
を
守
る
３
か

条
」
の
教
室
掲
示
や
「
目
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
」、※

「
ビ

ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど

目
の
健
康
を
守
る
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
毎
月
発

行
し
て
い
る
保
健
だ
よ
り
で
、

子
供
た
ち
の
状
況
や
目
の
大
切

さ
を
家
庭
に
も
伝
え
、
家
族
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
一
人
一
台
端
末
の
学
び
が
始

ま
る
中
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
利
用
ル
ー
ル
を
定
め
る
な

ど
、
目
の
健
康
に
関
す
る
活
動

に
さ
ら
に
取
り
組
む
よ
う
、
指

導
し
て
い
く
。

※

ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
：
眼
球

を
動
か
し
て
目
の
筋
肉
を
鍛
え

る
こ
と
。

　
　
①
勝
山
高
校
併
設
案
は
、

新
中
学
校
に
専
用
体
育
施
設
が

な
く
「
借
り
る
」
の
で
問
題
が

発
生
す
る
。
計
画
３
案
と
も
無

理
を
重
ね
て
お
り
、
問
題
点
を

検
証
し
た
資
料
を
示
し
て
説
明

す
べ
き
。

　
②
勝
山
で
は
10
年
で
30
％
も

出
生
数
が
減
り
、さ
ら
に
少
子
化

が
進
む
と
、
奥
越
３
高
校
と「
普

通
科
の
勝
山
高
校
」
が
維
持
で

き
ず
、
勝
山
高
校
併
設
の
効
果

と
必
要
性
の
前
提
が
崩
れ
る
。

　
③
市
民
と
の
意
見
交
換
に
向

け
て
、
新
た
な
提
案
や
指
摘
を

無
視
せ
ず
、
整
理
し
て
情
報
提

供
し
て
い
く
べ
き
。

　
④
計
画
案
は
決
定
で
は
な

い
、
発
言
で
不
利
益
を
与
え
な

い
、
計
画
案
と
異
な
る
意
見
も

尊
重
す
る
、
年
度
内
の
決
定
に

固
執
し
な
い
、
以
上
を
約
束
す

べ
き
。

　
⑤
市
民
参
加
で
発
展
的
な
議

論
に
す
る
に
は
、
市
民
投
票
で

決
め
る
べ
き
だ
。

　
　
①
今
年
の
２
月
、
県
か
ら

中
高
併
設
・
連
携
を
進
め
る
旨

の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
県
教
委
や
勝
山
高
校
と
の

話
し
合
い
の
中
で
、
３
つ
の
候

補
地
案
が
出
て
き
た
。
こ
れ
ら

は
、
専
門
機
関
に
調
査
委
託
し

た
結
果
で
は
な
い
が
、
県
や
市

の
技
術
職
員
を
混
じ
え
て
検
討

し
、
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
な
課

題
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
た
。

今
後
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
的

な
検
証
も
加
え
、
最
終
的
な
立

地
場
所
を
決
定
し
て
い
く
。

　
②
中
学
校
再
編
案
は
、
中
高

の
併
設
・
連
携
に
よ
っ
て
、
勝

山
高
校
へ
の
進
学
率
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。
市
内
だ
け
で
な

く
市
外
、
県
外
か
ら
の
入
学
者

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
③
新
た
な
提
案
や
ご
指
摘
に

は
、
真
摯
に
対
応
し
て
い
く
。

　
④
市
の
方
針
と
異
な
る
意
見

で
あ
っ
て
も
、
不
利
益
を
与
え

る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
計
画

決
定
時
期
に
つ
い
て
も
、
も
っ

と
時
間
を
か
け
て
と
い
う
意
見

も
あ
れ
ば
、
早
く
進
め
る
べ
き

と
の
意
見
も
あ
る
。

　
⑤
中
学
校
再
編
案
に
つ
い
て

市
民
か
ら
広
く
意
見
を
聞
い
た

う
え
で
、
市
議
会
の
判
断
を
仰

ぐ
進
め
方
が
妥
当
で
あ
る
と
考

え
る
。

● 中学校の統廃合について

その他の質問
・コロナ禍対策について

● 令和３年１月大雪を教訓として

その他の質問
・地場産企業の支援について
・ワクチン接種について

　
　
①
冬
場
に
お
け
る
住
宅
へ

の
浸
水
被
害
は
、
今
年
も
床
上

浸
水
が
２
件
、
床
下
浸
水
が
９

件
あ
っ
た
。
30
年
豪
雪
の
際
に

も
、
下
袋
田
区
の
数
件
が
床
下

浸
水
し
て
い
る
。

　
大
手
坂
の
流
雪
に
よ
る
浸
水

被
害
の
原
因
は
、
市
内
の
網
状

と
な
っ
た
水
路
系
統
に
お
い

て
、
上
流
側
で
の
水
の
切
り
廻

し
に
よ
り
元
禄
線
付
近
の
２
号

水
路
の
水
量
が
少
な
い
状
況
の

中
、
そ
れ
ま
で
に
投
雪
さ
れ
た

雪
で
２
号
水
路
が
詰
ま
り
、
本

町
地
区
の
住
宅
に
浸
水
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
流
雪
溝
の
雪
詰
ま
り
は
、
指

定
さ
れ
た
時
間
制
限
を
守
れ
ば

あ
る
程
度
回
避
で
き
る
が
、
元

禄
地
区
か
ら
本
町
に
落
ち
る
水

路
を
坂
に
落
と
さ
ず
、
現
在
工

事
中
の
元
禄
線
に
引
き
込
む
こ

と
が
最
良
策
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

　
②
今
年
１
月
の
想
定
外
の
大

雪
に
よ
り
、
幹
線
道
路
や
生
活

道
路
の
除
雪
や
排
雪
が
う
ま
く

機
能
し
な
か
っ
た
。

　
抜
本
的
な
除
雪
体
制
の
改

革
が
求
め
ら
れ
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

　
③
毎
年
開
催
さ
れ
る
雪
害
対

策
会
議
は
形
骸
化
し
て
い
て
、

現
実
的
、
具
体
的
な
事
例
を
挙

げ
て
協
議
を
す
る
な
ど
、
会
議

内
容
を
検
討
す
る
必
要
性
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
見

解
を
伺
う
。

　
　
①
勝
山
商
工
会
議
所
の
西

側
に
新
た
な
水
路
を
設
置
し
、

大
手
坂
を
流
れ
る
水
を
元
禄
線

側
の
流
雪
溝
に
引
き
込
み
、
さ

ら
に
本
町
交
差
点
の
下
流
側
に

流
し
込
む
対
策
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
大
手
坂
に
流
れ
込

む
水
量
自
体
を
減
ら
す
対
策
も

実
施
し
て
い
く
。

　
②
県
、
市
、
勝
山
建
設
業
会

で
協
議
し
、
協
力
体
制
の
下
、

主
要
幹
線
道
路
や
物
流
ル
ー
ト

等
、
優
先
し
た
ル
ー
ト
か
ら
順

に
除
雪
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

　
③
国
・
県
道
、
市
道
の
優
先

除
雪
や
応
援
体
制
の
構
築
に
よ

る
道
路
除
雪
、
小
型
除
雪
機
に

よ
る
生
活
道
路
の
除
雪
対
応
、

高
齢
者
宅
等
へ
の
除
排
雪
支

援
、
屋
根
雪
下
ろ
し
の
支
援
、

水
路
詰
ま
り
に
よ
る
浸
水
を
防

ぐ
各
地
区
と
の
除
排
雪
連
携
な

ど
具
体
的
な
雪
害
対
策
を
協
議

し
、
確
認
し
て
い
き
た
い
。

近
藤
栄
紀
議
員

 

市
政
会

山
田
安
信
議
員

 

日
本
共
産
党

● 子供たちの視力低下について

その他の質問
・産業の活性化について

６議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）７ 議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）



一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
障
害
者
差
別
解
消
法
は
、

全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無

に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
。

　
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
、「
合

理
的
配
慮
」
と
い
う
言
葉
が
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
う
が
、
障
害
者
差
別
解
消
法

が
施
行
さ
れ
て
以
降
で
合
理
的

配
慮
の
対
応
事
例
を
問
う
。

　
ま
た
、「
合
理
的
配
慮
」が
市

民
の
皆
様
に
広
く
知
れ
渡
っ
て

い
る
か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
一
例
で
、
恐
竜
ク
ロ
カ
ン

マ
ラ
ソ
ン
に
、
ろ
う
あ
者
か
ら

の
参
加
申
込
み
が
あ
っ
た
際
、

受
付
に
手
話
通
訳
を
配
置
し

た
。
翌
年
か
ら
は
、
手
話
が
で

き
る
職
員
を
配
置
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
」
の
窓
口
に
は
電

子
メ
モ
パ
ッ
ド
を
置
き
、
筆
談

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

様
々
な
障
害
の
あ
る
方
に
対

し
、
必
要
に
応
じ
て
合
理
的
配

慮
を
実
施
し
て
い
る
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
学
校

現
場
に
も
合
理
的
配
慮
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

児
童
生
徒
の
学
習
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
小
学
校
に

６
名
、
中
学
校
に
３
名
の
特
別

支
援
教
育
支
援
員
や
個
別
教
育

支
援
員
を
配
置
し
た
り
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
に

取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
る
。

　
市
民
に
合
理
的
配
慮
へ
の
理

解
を
お
聞
き
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
奥
越
地
区
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会
が
行
っ
た
街
頭
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
８
割
弱
が

障
害
者
差
別
解
消
に
一
定
の
関

心
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

● 勝山市育英基金の運用について
● 動物愛護管理法※の施行について

● 合理的配慮について

その他の質問
・ＤＸの推進について
・ＧＩＧＡスクールについて

　
　
令
和
元
年
度
決
算
で
は
、

基
金
残
高
と
債
権
額
の
合
計
が

約
４
億
８
０
０
０
万
円
に
な

る
。
こ
の
資
金
を
利
用
し
、
給

付
額
に
一
定
の
マ
イ
ナ
ス
金
利

を
つ
け
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
貸
与
条
件
を
見
直

し
、
活
用
幅
を
広
げ
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
勝
山
市
育
英
資
金
は
、
利

子
は
付
さ
な
い
が
、
卒
業
後
に

返
還
義
務
が
発
生
す
る
「
貸
与

型
」
で
あ
る
。
今
後
、
少
子
化

で
貸
与
者
・
貸
与
額
が
減
少

し
、
基
金
お
よ
び
制
度
が
十
分

活
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
奨
学
金

の
一
部
ま
た
は
全
部
を
返
還
不

要
の
「
給
付
型
」
に
す
る
こ
と

も
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

の
環
境
向
上
や
英
語
教
育
の
高

次
化
へ
の
投
資
な
ど
、
市
が
特

徴
的
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
教
育
施
策
に
資
金
を
振
向

け
、
全
児
童
生
徒
の
学
び
の
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
、

寄
附
さ
れ
た
方
々
の
意
に
背
く

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

様
々
な
角
度
か
ら
、
資
金
の
運

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
当
市
で
は
、
動
物
愛
護
管

理
法
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
事

業
者
や
事
案
は
な
い
か
。

　
個
人
の
ペ
ッ
ト
飼
育
で
も
適

正
な
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。
行

政
と
し
て
周
知
徹
底
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
同
法
に
基
づ
き
登
録
等
を

行
っ
て
い
る
動
物
取
扱
業
者
に

つ
い
て
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
市

内
で
は
保
管
業
３
者
、
展
示
業

１
者
が
取
扱
業
者
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、
繁
殖
販
売
業

の
届
出
は
な
い
。

　
ま
た
、
同
法
に
係
る
対
象
事

案
に
つ
い
て
も
、
勝
山
市
で
は

事
案
無
し
と
の
連
絡
を
受
け
て

い
る
。

　
市
と
し
て
も
、
同
法
の
目
的

が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
動
物
の

愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
関
し
、

国
、
県
と
相
互
に
連
携
を
図
り

つ
つ
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
等

に
お
け
る
教
育
活
動
、
広
報
活

動
等
を
通
じ
て
普
及
啓
発
を

図
っ
て
い
く
。

帰
山
寿
憲
議
員

 

市
政
会

冨
士
根
信
子
議
員

 

市
民
の
会

下
牧
一
郎
議
員

 

新
風
会
・
公
明

一般質問Q&A

一般質問Q&A

久
保
幸
治
議
員

 

日
本
共
産
党

　
　
昨
秋
の
、
保
育
士
に
対
し

慰
労
金
を
５
万
円
支
払
う
と
い

う
県
の
制
度
で
、
市
内
多
く
の

保
育
士
が
慰
労
金
を
受
領
し

た
。
し
か
し
、
病
院
内
保
育
施

設
の
保
育
士
は
、
同
じ
保
育

業
務
で
あ
り
な
が
ら
慰
労
金

が
貰
え
な
い
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　
予
算
措
置
や
支
給
制
度
の
条

件
設
定
見
直
し
な
ど
、
国
、
県

の
指
示
や
決
定
を
待
つ
こ
と
も

大
事
だ
が
、
市
民
住
民
へ
の
支

援
救
済
の
素
早
く
柔
軟
な
対
応

こ
そ
が
、
地
方
自
治
体
の
大
切

な
役
目
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
勝
山
市
が
「
コ
ロ
ナ
対
応
、

医
療
保
育
士
特
別
支
援
金
」
と

い
う
よ
う
な
独
自
の
制
度
を
設

け
、
県
の
不
公
平
な
慰
労
金
制

度
の
解
消
を
提
案
し
た
い
。

　
　
事
業
所
内
保
育
施
設
を
含

む
認
可
外
保
育
施
設
が
本
制
度

の
支
給
対
象
外
な
の
は
、
県
の

政
策
的
判
断
で
あ
る
。

　
市
内
に
は
事
業
所
内
保
育
園

が
１
園
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
尽
力
さ
れ
て
い
る
職
員
に
対

し
て
事
業
所
か
ら
慰
労
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
所
と
話

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
で
は
、
65
才
以
上
の
高

齢
者
の
運
転
免
許
証
・
自
主
返

納
支
援
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
お
よ
び
京
福
バ
ス

勝
山
・
大
野
線
の
「
永
久
無
料

乗
車
券
」
を
発
行
し
て
い
る
。

全
国
で
は
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
交
付
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。

　
市
は
先
日
、
高
齢
者
用
に
１

人
４
０
０
０
円
分
の
タ
ク
シ
ー

券
を
配
布
し
た
が
、
そ
の
利
用

状
況
を
伺
う
。

　
ま
た
、
希
望
者
に
は
安
価
で

シ
ニ
ア
カ
ー
を
貸
与
で
き
な
い

か
も
伺
う
。

　
　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
利
用
券

は
、
５
月
末
時
点
で
８
７
５
４

人
に
配
布
し
、
配
布
枚
数
全
体

の
約
５
％
の
利
用
が
あ
っ
た
。

８
割
以
上
が
タ
ク
シ
ー
利
用

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
係
る
移
動
で
の

利
用
も
多
く
あ
っ
た
。

　
シ
ニ
ア
カ
ー
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
利
用
状
況
か
ら
、
近
距

離
の
移
動
に
は
一
定
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
。
シ
ニ
ア
カ
ー
の
利
用

状
況
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
状
況
な

ど
を
調
査
し
て
い
き
た
い
。

● 県が支給した保育士への慰労金について

その他の質問
・学校教育について
・国民健康保険税の値下げについて

● 高齢者の免許返納者にタクシー券と
　 シニアカー貸与について

● 市役所職員の応対と各課の連携、
　 職員の相互協力について

その他の質問
・今後の新型コロナウイルスワクチン接種方法について
・新型コロナウイルス感染症対策として「赤ちゃん用おむつ配達便」について
・不要な衣類の回収ボックスについて

一般質問Q&A

　
　
市
役
所
内
が
明
る
い
雰
囲

気
に
あ
ふ
れ
、
責
任
あ
る
言

動
、
助
け
合
い
、
共
に
働
く
な

ど
、
親
し
ま
れ
る
場
所
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

　
①
職
員
の
資
質
に
関
す
る

市
民
へ
の
不
適
切
な
応
対
に

つ
い
て

　
②
市
民
負
担
と
不
信
感
を
減

ら
す
た
め
の
所
属
課
間
の
連
携

と
、
市
職
員
の
相
互
協
力
に
つ

い
て

　
　
①
市
役
所
の
業
務
範
囲
は

多
岐
に
わ
た
り
、
１
人
の
職
員

が
全
て
に
答
え
る
こ
と
は
難
し

く
、
行
政
執
行
の
権
限
や
権
利

等
の
関
係
で
責
任
あ
る
回
答
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
市
民
へ
の
接
遇
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
上
司
か
ら
若
手
職

員
に
伝
え
て
い
る
が
、
改
め
て

職
員
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　
②
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応
を

心
が
け
て
い
る
が
、
誤
っ
た
所

属
課
に
取
り
次
が
な
い
よ
う
、

窓
口
や
代
表
電
話
で
用
件
の
詳

細
を
確
認
す
る
精
度
を
高
め
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
市
民
か
ら
の
お
尋
ね

を
、
上
司
や
同
僚
に
確
認
し
た

り
自
分
で
調
べ
た
り
す
る
な
ど

親
身
に
な
っ
て
対
応
す
る
よ

う
、
周
知
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

下
道
惠
子
議
員

 

市
政
会

※動物の愛護及び管理に関する法律

障害は、
個人にあるのではなく
社会にある。

８議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）５ 議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）
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・
公
明

議会のなぜ？にお答えします

「 政務活動費 」
　政務活動費とは、地方議会の活性化を図るため、議員の調査研究その他の活動に資するため
必要な経費の一部として交付することができる金銭的給付のことで、地方自治法により制度が
設けられています。
　勝山市議会では「地方自治法第100条第14項、15項、
16項」、「勝山市議会政務活動費の交付に関する条例」の
規定に基づき、会派（１人の場合を含む）に対して議員
１人あたり月額３万円が交付されています。
　なお、未使用額については、市に返還されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※本紙2ページ参照

一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

「
若
い
」
と
「
世
話
す
る
人
」

の
英
語
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉

で
、
大
人
が
担
う
家
事
や
病
気

や
障
害
が
あ
る
家
族
の
介
護
を

日
常
的
に
行
っ
て
い
る
18
歳
未

満
の
子
供
を
指
し
、
幼
い
弟
妹

の
世
話
や
日
本
語
が
話
せ
な
い

家
族
の
通
訳
を
務
め
て
い
る
子

供
も
含
ま
れ
る
。
自
由
な
時
間

が
取
れ
ず
、
家
業
や
進
路
に
影

響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
健

全
な
発
育
や
人
間
関
係
の
構
築

を
阻
む
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
世
話
し
て
い
る
家
族
が
い

る
」
と
し
た
中
学
生
が
5.7
％

（
約
17
人
に
１
人
）
、
高
校
生

が
4.1
％
（
約
24
人
に
１
人
）

で
、
ク
ラ
ス
に
１
〜
２
人
い
る

計
算
と
な
る
。
生
徒
か
ら
は

「
夜
遅
く
ま
で
世
話
し
て
授
業

に
集
中
で
き
な
い
」「
少
し
余
裕

が
欲
し
い
」「
先
生
に
事
情
を

説
明
し
て
も
表
面
的
な
こ
と
を

言
わ
れ
、
欠
席
や
遅
刻
が
家

庭
の
事
情
で
も
内
申
点
で
跳

ね
返
っ
て
く
る
」
と
の
意
見
が

あ
る
。

　
勝
山
市
は
「
子
育
て
日
本

一
」
を
う
た
っ
て
い
る
。
全
国

に
先
駆
け
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
支
援
を
充
実
し
、
子
供
の
苦

悩
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
な
い
か
。
勝
山
市
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
状
況
と
支

援
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
市
内
小
中
学
校
に
お
い

て
、
保
護
者
と
の
懇
談
や
日
頃

の
児
童
生
徒
の
様
子
か
ら
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当
す
る
児

童
生
徒
は
把
握
で
き
て
い
な
い

が
、
幼
い
兄
弟
の
世
話
や
家
事

を
行
っ
て
い
る
児
童
生
徒
が
数

名
い
る
と
い
う
報
告
を
受
け
て

い
る
。

　
支
援
に
対
す
る
取
り
組
み
と

し
て
は
、
早
期
発
見
・
把
握
の

た
め
に
、
学
期
ご
と
に
教
育
相

談
週
間
を
設
け
、
担
任
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
個
別

面
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
教
職
員
や
児
童
生

徒
、
保
護
者
に
向
け
て
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
周
知
理
解
を
促
進

し
、
他
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
た
く
さ
ん
の
目
で
子
供
た

ち
を
見
守
る
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
福
祉
サ
イ
ド
か
ら
も

家
庭
児
童
相
談
員
や
生
活
困
窮

の
窓
口
な
ど
を
通
じ
て
、
身
体

的
、
精
神
的
に
困
っ
て
い
る
子

供
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

● 軽油備蓄量の増量について

その他の質問
・新型コロナウイルスについて

● ヤングケアラーについて

その他の質問
・主要地方道篠尾勝山線整備方針について
・県立大学新学部誘致状況について

　
　
今
年
は
数
年
に
一
度
の
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、
主
要
幹
線
道

路
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
生
活

必
需
品
の
不
足
や
除
雪
用
燃
料

で
も
あ
る
軽
油
の
入
荷
が
で
き

ず
、
油
不
足
に
な
る
事
態
が
起

き
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

３
月
定
例
会
で
ま
ず
主
要
幹
線

道
路
の
確
保
が
大
切
だ
と
、
他

市
町
と
の
連
携
が
必
要
だ
と
い

う
話
を
し
た
が
、
県
土
木
も
積

極
的
に
動
か
れ
、
前
向
き
な
返

答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
勝
山
市
も
嶺
北
石
油

組
合
と
災
害
応
援
協
定
を
結
ん

で
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、
市
内

の
石
油
業
者
に
軽
油
の
備
蓄
量

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
協
力
的
に
お
話

に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
タ
ン
ク

の
油
種
の
変
更
で
６
万
リ
ッ
ト

ル
の
量
を
増
や
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
の
こ
と
。

　
以
上
の
経
緯
か
ら
、
市
も

積
極
的
に
動
い
て
ほ
し
い
と

お
願
い
を
し
た
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
や
今
後
の
見
通
し
な
ど

を
伺
う
。

　
　
議
員
か
ら
提
案
を
受
け
、

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
て

い
る
嶺
北
石
油
組
合
と
の
間
で

油
種
の
入
替
え
に
よ
る
軽
油
備

蓄
量
の
増
量
に
つ
い
て
の
協
議

を
行
い
、
す
で
に
前
向
き
な
回

答
を
得
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
新
た
に
６
万
リ
ッ
ト
ル
の

軽
油
備
蓄
量
の
増
量
が
見
込
ま

れ
、
市
内
給
油
所
の
軽
油
タ
ン

ク
容
量
の
合
計
は
16
万
３
０
０

０
リ
ッ
ト
ル
と
な
り
、
約
２
日

分
の
備
蓄
量
を
新
た
に
確
保
で

き
る
見
込
み
と
な
る
。

　
油
種
の
入
替
え
に
伴
い
発
生

す
る
給
油
所
の
タ
ン
ク
や
配
管

清
掃
な
ど
の
経
費
の
一
部
と
し

て
、
今
６
月
補
正
予
算
に
計
上

し
て
い
る
。

　
油
種
の
入
替
え
に
伴
い
、
灯

油
の
備
蓄
量
は
減
少
す
る
こ
と

に
な
る
。
市
民
に
は
、
降
雪
期

前
の
「
雪
に
備
え
る
」
情
報
と

し
て
、
広
報
な
ど
で
灯
油
の
備

蓄
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く
。

一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
勝
山
市
、
大
野
市
、
永
平

寺
町
の
３
市
町
全
体
の
案
内
を

行
う
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
少
な
く
、
３
市
町
各
所
を
回

遊
す
る
仕
組
み
が
不
足
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
20
年
後
も
継
続
し
て
観
光
産

業
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
準
備
期
間
と
捉

え
て
、
自
治
体
の
垣
根
を
越

え
、
満
足
度
１
５
０
％
以
上
を

目
指
し
、
巡
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
宿
泊
、
案
内
、
名
所
整
備

の
強
化
を
行
う
べ
き
と
強
く
推

奨
す
る
。

　
市
の
現
状
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
奥
越
２
市
と
永
平
寺
町
を

１
つ
の
観
光
推
進
エ
リ
ア
と
し

て
、
３
市
町
の
官
民
関
係
者
で
周

遊
滞
在
型
観
光
推
進
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
越
前
加

賀
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
機
構
や

環
白
山
広
域
観
光
推
進
協
議
会

な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
や
枠
組

み
で
近
隣
自
治
体
と
連
携
し
、

周
遊
観
光
を
目
指
し
て
い
る
。

　
当
市
に
お
け
る
観
光
客
の
滞

在
時
間
を
増
や
す
た
め
に
も
、

市
内
に
不
足
す
る
宿
泊
施
設
の

誘
致
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

● 新型コロナウイルス感染症対応の
　 見直しについて

その他の質問
・行政サービスにLINEを使うことの危険性

● 地域連携型観光事業について

その他の質問
・ＰＲ能力向上について

吉
田
清
隆
議
員

 

新
風
会
・
公
明

高
間
清
一
議
員

 

市
民
の
会

議会広報特別委員会では、〝見やすい議会だより〟に取り組んでいます｡

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
過
剰

で
あ
る
。
40
代
、
50
代
を
境
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
危
険
性
が
大
き

く
違
う
。
（
死
亡
率
は
、
40
代

以
下
が
0.1
％
に
対
し
、
50
代
は

0.6
％
、
60
代
が
2.5
％
、
70
代
が

6.8
％
、
80
代
以
上
は
14
．

８
％
）
つ
ま
り
感
染
症
対
策

は
、
年
齢
別
に
設
定
す
る
べ
き

だ
。
で
な
け
れ
ば
経
済
的
損
失

や
学
習
機
会
の
損
失
が
多
大
に

な
る
。
ま
た
自
粛
に
関
し
て

は
、
最
初
期
に
の
み
効
果
が
あ

る
こ
と
は
デ
ー
タ
上
明
ら
か
だ

と
学
者
等
も
指
摘
し
て
い
て
、

現
在
で
は
効
果
が
な
い
。
私
が

示
し
た
デ
ー
タ
の
一
次
資
料

は
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
確
か
な

デ
ー
タ
を
明
ら
か
に
し
、
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
誤
解
を
解
き
、

事
実
に
基
づ
い
た
対
応
を
要
請

す
る
の
が
、
正
し
い
行
政
で
は

な
い
か
。

　
　
市
民
に
情
報
発
信
す
る
際

は
、
国
や
県
な
ど
公
的
機
関
に

よ
る
信
憑
性
が
あ
る
情
報
を
、

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が

最
も
重
要
と
考
え
、
今
後
も
そ

の
方
針
で
市
民
へ
の
情
報
発
信

に
努
め
た
い
。

　
ま
た
、
市
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
計
画
を
進
め
る
中
で
、
そ

の
接
種
に
つ
い
て
個
人
個
人
が

し
っ
か
り
と
判
断
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

４議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）９ 議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）



 ◆ 除雪機の導入について　　　　　　
　今冬の大雪において、ジオアリーナ等に設置
している中型除雪機を活用して生活道路等を確保
することができたことを踏まえ、避難所や公共
施設、生活道路の除雪対応を集中して行うた
め、新たに除雪機を購入したいとの説明があり
ました。
　配備施設については、公民館、小中学校、公共
施設等拠点避難所とし、使用者は施設職員や
市職員とする等の基本運用が示されました。
　委員からは、施設場所や管理、燃料代、事故
対応等の運用基準をしっかりと作るべきとの
意見があり、理事者からは、その方向で進めて
いきたいとの回答がありました。

 ◆ 勝山市附属機関の設置に関する
 条例の一部改正について　　　　　　　　　　

　理事者から、勝山市における公共交通のあり
方に関し、体系的かつ総合的に審議企画する
附属機関を設置したいとの説明がありました。
　改正のポイントは、附属機関に「勝山市生活
交通地域協議会」を追加するものです。協議会
は、学識経験者や公共交通機関関係者、社会福
祉関係者、市民代表、関係機関等で構成され、
今後「地域公共交通計画」を策定していくとの
ことです。
　委員からは、従来からある「勝山公共交通
会議」との違いについての質問があり、理事者
からは、設置の根拠法令が違うが、今後統合して
いく手続きも含めて考えていきたいとの回答が
ありました。

◆ 損害賠償の額を定めることについて　　　　　　
　昨年１２月に、野向町北野津又の農業集落排
水処理区域内にある汚水中継ポンプが動かなく
なり、隣家に汚水が溢れて家財を汚損させた
が、その損害賠償の額を１６３万９，０００円と
するものです。
　事故の原因は、ポンプ所制御盤内の通報装置の
バッテリーが切れており、ポンプの異常事態の
把握と確認が遅れたことによるもので、理事者
からは、今回の事故をうけて公共下水道５２ヶ
所と農業集落排水４６ヶ所全ての通報装置の確認
を行い、不具合のある箇所については、順次対応
していくとの報告がありました。
　委員からは、「予防保全」に努めるように
との意見がありました。

 ◆ 勝山市道路線の認定について　　　　　　　　　　
　３月定例会で陳情を採択した本町２丁目地係
の１路線を生活道路として維持管理するため、
また道の駅隣接地内の２路線を道の駅隣接地の
一体的開発事業にて維持管理するため、市道に
認定するものです。

一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
な
く
と
も
、

最
近
、
地
域
社
会
の
人
と
人
と

の
結
び
つ
き
が
薄
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
生
活
の
場
と
な
る

地
域
社
会
で
の
営
み
に
は
、
地

域
住
民
の
連
携
、
住
み
よ
い
地

域
社
会
づ
く
り
が
肝
要
と
考

え
る
。

　
勝
山
市
民
一
人
ひ
と
り
が
互

い
に
横
の
つ
な
が
り
を
も
つ
こ

と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を

理
念
と
し
て
い
る
の
が
市
民
憲

章
で
あ
る
。
勝
山
市
民
憲
章
の

制
定
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
住

民
が
互
い
に
横
の
つ
な
が
り
を

も
っ
て
安
全
安
心
な
地
域
を
築

こ
う
と
す
る
結
び
つ
き
の
力

が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
共
通
し
て
持
つ
べ
き

目
指
す
市
民
像
を
掲
げ
、
そ
れ

を
地
域
や
日
常
生
活
の
中
に
浸

透
さ
せ
い
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
第
６
次
勝
山

市
総
合
計
画
の
策
定
作
業
の
中

で
ま
と
め
て
い
く
。

　
　
道
の
駅
の
隣
接
地
を
商
業

施
設
誘
致
、
お
よ
び
企
業
誘
致

を
兼
ね
た
産
業
団
地
の
整
備
、

宿
泊
施
設
の
誘
致
等
、
一
体
的

開
発
事
業
と
し
て
土
地
開
発
公

社
に
委
託
し
た
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
地
方
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
も
こ

の
ほ
ど
新
制
度
を
打
ち
出
し
て

企
業
誘
致
の
後
押
し
を
し
て
く

れ
て
い
る
。
企
業
誘
致
等
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
誘
致
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
飲
食
、
物
販
、
収
穫
体

験
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
提
供
を

考
え
て
い
る
複
数
の
民
間
事
業

者
か
ら
の
進
出
要
望
を
受
け
、

現
在
協
議
を
進
め
て
お
り
、
民

間
事
業
者
の
ス
ピ
ー
ド
感
に

対
応
す
る
た
め
、
早
急
に
事

業
者
を
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
た
め
に
県
の
補

助
事
業
の
最
大
限
の
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

　
議
員
ご
紹
介
の
県
の
企
業
誘

致
に
関
す
る
新
制
度
に
つ
い
て

は
、
道
の
駅
隣
接
地
に
限
ら

ず
、
市
全
体
の
企
業
誘
致
活
動

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

● 小規模事業者の支援について
● すべての人にデジタル化の恩恵をについて

その他の質問
・新型コロナウイルスのワクチン接種について
・男女共同参画社会と女性活躍の推進について

● 勝山市民憲章の制定について
● 道の駅隣接地への企業誘致について

その他の質問
・水上市政の発信力について
・勝山市立中学校再編計画（案）について

　
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
小

規
模
事
業
者
に
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
。
と
り
わ
け
飲
食
業

者
、
仕
出
し
業
者
（
魚
屋
さ

ん
）
、
宿
泊
業
者
の
影
響
は
深

刻
で
あ
る
。
福
井
県
独
自
の
緊

急
事
態
宣
言
の
発
出
で
、
客
足

が
遠
の
い
て
い
る
。

　
市
で
は
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

の
利
用
券
を
無
料
配
布
し
て
、

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
会
社
を
支
援

し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
り
、
２
回
目
の
「
勝
ち

山
飯
食
べ
て
応
援
ク
ー
ポ
ン
」

や
市
独
自
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
お
食
事
券
（
第
２
弾
）
」
の

発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

で
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
に
対
し
て
、
今
こ
そ
政

策
を
総
動
員
し
て
い
く
べ
き
時

で
は
な
い
か
。
勝
山
市
の
経
済

の
基
盤
を
担
う
事
業
者
を
ど
の

よ
う
に
下
支
え
を
し
て
い
く
の

か
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
６
月
補
正
に
お
い
て
、
経

済
的
に
特
に
大
き
く
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
に
向
け
た
新

た
な
支
援
策
を
計
上
し
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

す
る
と
と
も
に
、
勝
山
商
工
会

議
所
と
連
携
し
て
情
報
発
信
し

て
い
く
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
本
年
９
月

１
日
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
新
た
な
技
術
を
積
極
的
に

導
入
し
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）

主
体
に
改
革
を
進
め
よ
う
と
す

る
も
の
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
現
状
で
は
情
報
格

差
が
生
じ
て
し
ま
い
、
高
齢
者

が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
な
い
と
思
う
。
高
齢
者
が

楽
し
く
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
し
、
若
い

世
代
と
同
様
に
デ
ジ
タ
ル
化
の

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
。

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
高
齢

者
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、

情
報
格
差
の
解
消
に
向
け
た
施

策
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
総
務
省
は
、
本
年
６
月
か

ら
全
国
約
１
８
０
０
ヶ
所
で
主

に
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
を

支
援
す
る
講
習
会
を
開
始
す
る

な
ど
、
幅
広
い
取
り
組
み
を
促

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
国
の
施
策
と
連
携
し
、
「
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
、
人
に

優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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● 総務文教厚生委員会

　審査の結果、議案３件を全て可決しました。また、
陳情2件について1件を趣旨採択とし、1件を採択と
しました。

　審査の結果、議案６件について４件を可決し、
２件を承認しました。また、陳情１件を不採択と
しました。

● 建設産業委員会

常任委員会･特別委員会報告
竹
内
和
順
議
員

 

新
風
会
・
公
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３月定例会において道の駅隣接地を視察した様子

３ 議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月） １０議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）



◆ 子育て世帯生活支援特別給付金　　　　　　
予 算 額　１，１００万円（全額国庫負担）　　　　　　

　対象が令和４年２月までに生まれた子となっ
ていることについて、理事者からは、新生児の
届けの登録は翌月（３月に生まれた子は翌年
度）に対象が移るのが通例で、期間を短く設定
している訳ではなく、前回、市が行った給付金
の対象から漏れた新生児もこれでカバーできる
との説明がありました。
　その他、委員からは、この給付金を勝山で
消費していただけるような工夫をしてほしい
との意見もありました。

 ◆ 道の駅機能強化事業費　　　　　　
予 算 額　６,８２６万６,０００円　　　　　　

　終息の見えないコロナ禍において、従来の観
光政策や企業誘致政策の方針の変更も考えられ
ることから、産業団地計画の縮小や工事計画の
見直しといった部分に質問する委員と、市の発
展を願い、計画推進を容認する委員の間で議論
が交わされました。
　その中で、この計画に関し、市民にもっと情

報を出していくべきだとの意見もありました。

 ◆ 勝ち山飯お座敷体験事業　　　　　　
　　予 算 額　４００万円
　　実施期間　８月３１日まで　　　　　　
　イベント等の激減による需要減少や若者の利
用促進を目的として、市内の会席料理を提供す
る21店舗を対象に、市民が消費した料理（飲
み物は対象外）の金額の一部を市が負担する事
業で、期間は7月28日から翌年2月28日までと
したいとの説明がありました。
　委員からは次のような意見が出ました。
・多くの利用が見込まれる補助事業であり、

この予算額では、期間の途中で尽きてしま
うのではないか。

・現在の制度設計では若者を呼び込めない。
・若者の感染リスクが軽微である情報などを

周知しなければ、動けない風潮がある。

　これらを受けて、理事者からは、本事業の目
的はお座敷文化の維持が主であり、実施期間も
7月1日から8月31日までの2ヶ月間としたいと
の説明がありました。

　審査の結果、議案1件を可決し、議案2件を
全て承認しました。● 予算委員会

定例会審議結果一覧
■ 表決を行ったもの
★ 議員提出議案

◆ 請願・陳情

◆ 表 決 結 果 ※意見が分かれた案件については、電子表決システムを使って記名投票を行っています。

○＝賛成、×＝反対、不＝不在、議長＝議長職（通常は採決に加わらない）

議案番号
議 案 第 １ 号
議 案 第 ２ 号
議 案 第 ３ 号
議 案 第 ４ 号
議 案 第 ５ 号
議 案 第 ６ 号
議 案 第 ７ 号
議 案 第 ８ 号
議 案 第 ９ 号
議案第１０号
議案第１１号
議案第１２号
議案第１３号
議案第１４号
議案第１５号
議案第１６号
議案第１７号
議案第１８号
議案第１９号
議案第２０号
議案第２１号
議案第２２号
議案第２３号
議案第２４号
議案第２５号
議案第２６号★
意見書案第１号★

付託委員会
予 算
建 設 産 業
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
総務文教厚生
建 設 産 業
建 設 産 業
予 算
予 算
総務文教厚生
総務文教厚生

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

議決結果
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
承 認
承 認
承 認
承 認
同 意
同 意
同 意
同 意
同 意
同 意
同 意
同 意
同 意
同 意
同 意
同 意
同 意
可 決
可 決

議　　　　案　　　　名
令和３年度勝山市一般会計補正予算（第２号）
令和３年度勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
勝山市職員の服務の宣誓に関する条例等の一部改正について
除雪機の購入契約の締結について
勝山市附属機関の設置に関する条例の一部改正について
勝山市介護保険条例の一部改正について
勝山市道路線の認定について
損害賠償の額を定めることについて
令和２年度勝山市一般会計補正予算（第９号）に関する専決処分の承認を求めることについて
令和３年度勝山市一般会計補正予算（第１号）に関する専決処分の承認を求めることについて
令和２年度勝山市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）に関する専決処分の承認を求めることについて
勝山市税条例等の一部改正に関する専決処分の承認を求めることについて
勝山市固定資産評価員の選任について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市農業委員会委員の任命について
勝山市議会会議規則の一部改正について
新型コロナ禍による米の需給悪化の改善と米価下落の歯止め策を求める意見書

受理番号
陳 情 第 １ 号
陳 情 第 ２ 号
陳 情 第 ３ 号

付託委員会
建 設 産 業
建 設 産 業
総務文教厚生

議決結果
趣 旨 採 択
採 択
不 採 択

要　　　　　　　　旨
新型コロナ禍による米の需給悪化の改善と米価下落の歯止め策を求める陳情書
市道認定の陳情書
日本政府に「核兵器禁止条約」への署名と批准を求める意見書の提出に関する陳情

山
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郎
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冨
士
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安
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中
山
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平

松
本
聖
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郎

反
対
票

賛
成
票

総
投
票
数

議　　案　　名

議 案 第 １ 号 に つ い て
陳 情 第 ３ 号 に つ い て

投票数

議長
議長

15
15

13
2

2
13

○
×

○
×

○
×

○
×

○
×

×
○

○
×

○
×

○
×

○
×

○
×

○
×

○
×

○
×

×
○

常任委員会･特別委員会報告

　議会広報については、議会情報をできる限り早
く市民の皆様へ伝えるため、Facebookの活用を
認めました。
　また、タブレットを導入して完全ペーパーレス
化を実施していますが、タブレット機能の充実な
ど、今以上に使い勝手を良くしたい旨の提案が
多く出ました。
　議員定数については、市民から信頼され期待
される議会のあり方等について整理をする中で、
各種団体との意見交換会に臨み、議員間の協議
により、議員定数の結論を出していきます。

● 議会改革特別委員会

　理事者から、２月に実施した市民アンケートの
分析結果の報告があり、また７月から８月にかけ
て開催予定の市民意見交換会や市内在住の中学
生、高校生へのアンケート実施等、今後のスケ
ジュールについての説明がありました。
　委員からは、「意見交換会等には若い方を
含め多くの市民に参加していただけるよう、
実施方法を工夫するべき」、「総合計画は市の
最上位計画。各課にわたる共通課題の再検証
が必要」、「人口減少の観点だけではなく、
関係人口を増やす施策を推進すべき」といった
意見がありました。

● 総合計画特別委員会

　令和２年度の政務活動費について、会派ごとの支出状況を
報告します。
　令和２年度は、議員１人当たり月額３万円、総額５６７万円の
政務活動費が交付されましたが、新型コロナウイルス感染症の
影響により活動が制限されたこともあり、約２３３万円が未使用
額として市に返還されました。
　　　　　　　　

※０円の会派は、預金利息の発生しない決済用預金口座で管理
しています。なお、政務活動費取扱預金利息についても市に
返還しています。

令和2年度政務活動費
各会派の収支状況

政 務 活 動 費
預 金 利 息 ※

合　　計
調 査 研 究 費
研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請･陳情活動費
会 議 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費

合　　計
政務活動費充当上限額
残 　 額 （ 返 還 額 ）
預 金 利 息 返 還 額

新風会･公明
７名

2,520,000円

0円

2,520,000円

0円

65,120円

957,021円

0円

0円

0円

556,459円

404,157円

0円

0円

1,982,757円

1,982,757円

537,243円

0円

市  政  会
４名

1,440,000円

3円

1,440,003円

0円

0円

120,237円

0円

0円

0円

128,371円

281,306円

0円

0円

529,914円

529,914円

910,086円

3円

市民の会
３名

1,080,000円

0円

1,080,000円

0円

0円

103,000円

1,500円

0円

0円

62,236円

65,200円

0円

0円

231,936円

231,936円

848,064円

0円

日本共産党
２名

720,000円

2円

720,002円

0円

0円

460,352円

0円

0円

0円

63,882円

160,598円

0円

0円

684,832円

684,832円

35,168円

2円

支
　
　
　
出

収  

入

２議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）１１ 議会だより  かつやま ８０号（２０２１年７月）



６月定例会報告
2021.7.21

№80

福井ふるさと茶屋「平泉寺  旧青木家」落成式

議会運営委員会、全員協議会、

議会広報特別委員会

土地開発公社理事会

全員協議会、議会広報特別委員会

本会議、全員協議会、議会広報特別委員会

本会議（一般質問）、議会運営委員会

本会議（一般質問）、議会広報特別委員会

総務文教厚生委員会

建設産業委員会

予算委員会、議会広報特別委員会

議会改革特別委員会、議会運営委員会、

総合計画特別委員会、建設産業委員会

議会運営委員会、全員協議会、総務文教厚生

委員会、建設産業委員会、本会議

社会を明るくする運動式典

議会広報特別委員会

勝山市戦没者追悼式

議会広報特別委員会

夏の交通安全県民運動市内巡回

土地開発公社理事会、建設産業委員会

　民間からは遅れをとっておりますが、勝山市議会でも
情報化社会に対応するためSNSの利用などIT化を進め
ております。今後もよりわかりやすく、伝わりやすく
鋭意努力致します。　　 　　　　（ 中山　光平 記 ）

　
山
田
安
信
議
員
が
、
北
信
越
市
議
会
議
長
会
、
及

び
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
、
議
員
在
職
25
年
以
上

の
特
別
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

議会広報特別委員会：委員長 下道惠子　副委員長 松本聖司郎　中山光平　冨士根信子　久保幸治

№８

4月22日(木)

28日(水)

5月21日(金)

28日(金)

6月 8 日(火)

14日(月)

15日(火)

16日(水)

17日(木)

18日(金)

21日(月)

24日(木)

7月 3 日(土)

7 日(水)

10日(土)

12日(月)

13日(火)

16日(金)

市内のボランティアによる本堂の清掃活動の様子

「 お殿様のお墓がある開善寺 」
　開善寺は、勝山藩主の菩提寺で、本堂、庫裏、鐘楼門が

あり、元禄４年（1691年）、沢町１丁目に建立されまし

た。境内には、市の指定文化財になっている初代小笠原

貞信から８代長守までの歴代藩主の墓所があります。

　現在、本堂と西側にある持仏堂が老朽化し、維持、保全が

難しい状態になっています。

　このまま朽ち果ててしまわないよう保守保全し、人々

が集い、活動できる場所になるよう願うばかりです。

　（ 冨士根　信子 記 ）
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永年勤続表彰

これまでは膨大な数の資料がありましたが、
4月からタブレットを活用してペーパーレスに！


